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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
8/27 8/28

■納税相談夜間窓口
～9/1まで
～20:00税務課

8/29 8/30 8/31 1 2
■第18回きくち市
民フォーラム
9:30 ～11:30
西部セ

3
◆キタクマ×アウ
トドアフェス
10:00 ～
四季の里旭志  
◆魅力アップセミ
ナー
13:00 ～16:00

（要申込）Space

4 5 6
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

7
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ

8 
●３歳児健診�
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

9
◆インターナショ
ナル・ファン・デイ
10:30集合

（要申込）
菊池市役所正面玄
関前

10 11
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

12
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）七支所

13
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

14
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

15
●３歳児健診�
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

16
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

17
●お楽しみ会
14:00 ～泗　図

18 敬老の日 19
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

20
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）七支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

21
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■ニート・ひきこも
り・不登校等の家族
支援セミナー
13:30 ～15:30
光の森町民センター
キャロッピア多目的
室

22
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図

23 秋分の日
◆第51回菊池まち
づくり道場
19:00 ～　松倉邸

24
◆軽トラ朝市
歩き愛です
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町
◆城山の日
8:00 ～10:00
菊池公園一帯

25
●七城おはなし会
11:00 ～七　図
■納税相談夜間窓口
　～9/29まで
～20:00税務課

26
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）七支所
●２歳６カ月児歯
科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

27
■認知症介護家族
のつどい
13:30 ～15:30
菊老福
■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

28
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ

29
◆わくわく健康セ
ミナー
10:00 ～13:00
七城温泉ドーム

30

10/1
◆熊本再春荘病院
健康フェスティバ
ル
10:00 ～13:30
熊本再春荘病院多
目的ホール

10/2 10/3
◆くまもと障がい
者芸術展
熊本県立美術館分
館

10/4
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所

10/5 10/6 10/7

▼
今
年
の
菊
池
夏
ま
つ
り
で
は

中
高
生
の
担
ぎ
手
が
初
参
戦
し
、

大
人
以
上
に
元
気
な
掛
け
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。
担
ぎ
手
も
演

者
も
来
場
者
も
、
み
ん
な
が
一

つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
夏

ま
つ
り
。
そ
の
様
子
を
約
２
分

の
動
画
に
ま
と
め
ま
し
た
。
あ

の
と
き
の
感
動
を
お
届
け
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。　

野
中

▼
と
っ
て
も
お
得
な
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
き
く
ち
あ
い
す

倶
楽
部
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
皆

さ
ん
は
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

夏
の
人
気
企
画
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
９
月
末
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
重
増
加
が
気
に
な
る
私
も
息

子
た
ち
と
挑
戦
中
で
す
。
楳
田

▼
菊
池
人
で
取
り
上
げ
た
安
武

さ
ん
の
精
米
店
に
は
、
取
材
日

も
続
々
と
顔
な
じ
み
の
お
客
さ

ん
の
姿
が
。
長
年
に
わ
た
る
常

連
も
多
く
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
る
交
流
に
心
が
温
ま
り
ま
し

た
。
▼
幸
先
よ
く
５
店
の
ス
タ

ン
プ
を
押
し
た
「
ど
ん
ぶ
り
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
冊
子
を
紛

失
。
ふ
り
だ
し
に
戻
る
。
伊
藤

印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社
Septem

ber.2017
Vol.174

9

情報と元気を発信するマガジン

菊池市生涯学習センター

九州のナンバー１を決定！

フォトリポート①

愛称＆ロゴ決定

第１回九州のお米食味コンクールin菊池

竜門ダムフェスタ・感謝祭

健康だより
ダイエットウオーキングのススメ

菊池人
安武法蔵さん

菊池の秋を満喫
七城ふるさとコスモスまつり

菊池市の公共施設マネジメントvol.2
まちの未来のために

予算のあらまし
財布の中身を公開

広報きくち

9
September.2017
vol.174

フォトリポート②

QRコードは動画が見られます。AR
動画は専用アプリが必要です。視
聴方法は39ページをご覧ください。
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７月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,454 人 － 10
　 菊池：24,691 人 － 12
　 七城： 5,309 人 － 5
　 旭志： 4,649 人 1
　 泗水：14,805 人 6
男　性：23,751 人 6
女　性：25,703 人 － 16
世　帯： 18,932 世帯 13

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,490 人 13%

15 ～
64 歳 27,392 人 56%

65 歳
以上 15,572 人 31%

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、伝統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募集 し ま す。本市在住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳 し く は 市長公室 ま で 問 い 合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

安武精米所４代目

安武法蔵さん

1_ ひきたての小麦はふわふわと柔らかく、温かい　2_62 年目の結婚生活を迎えた妻
の郁子さんは大切な仕事のパートナー。二人三脚で歩み続ける　3_ 水流を利用した動
力装置。作業場の屋根に並ぶ歯車とベルトは圧巻

２１ ３

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
な
が
ら
回
る
無
数

の
歯
車
と
ベ
ル
ト
。
川
の
水
流
を
利
用
し
た

水
車
の
動
力
を
使
い
、
電
気
に
頼
ら
な
い
昔

な
が
ら
の
製
粉
方
法
で
小
麦
を
作
り
続
け

る
。「
こ
の
製
法
だ
と
、
小
麦
に
コ
ク
と
甘

味
が
出
る
ん
だ
よ
」。
機
械
化
が
進
ん
で
採

算
が
合
わ
な
く
な
り
同
業
者
が
次
々
と
廃
業

し
て
い
く
な
か
、「
先
祖
が
続
け
て
き
た
家

業
。
自
分
の
代
で
辞
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
水
車
を
回
し
続
け
て
き
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
約
２
０
０
年
続
く
家
業
の

４
代
目
。
現
在
の
水
車
は
昭
和
14
年
製
で
、

修
繕
し
な
が
ら
大
事
に
使
っ
て
い
る
。
60
キ

ロ
の
製
粉
に
約
８
時
間
か
か
る
地
道
な
作
業
。

朝
６
時
か
ら
12
時
間
ほ
ど
働
く
こ
と
も
あ
る

大
変
な
仕
事
だ
。
小
麦
の
製
粉
の
ほ
か
、精
米
、

稲
作
に
も
携
わ
る
。
か
つ
て
は
畜
産
業
も
経

営
し
て
お
り
「
が
ま
だ
し
て
真
面
目
に
や
っ

て
き
た
」
と
必
死
に
働
き
続
け
た
。

　
「
妥
協
し
な
い
性
格
で
、
人
一
倍
こ
だ
わ

り
が
強
い
ん
で
す
よ
」
と
妻
の
郁い

く

子こ

さ
ん
は

語
る
。
顧
客
ご
と
に
状
態
が
異
な
る
小
麦
を

長
年
の
経
験
を
も
と
に
精
粉
。
品
種
は
手
に

取
る
だ
け
で
分
か
る
と
い
う
。「
一
つ
一
つ

見
極
め
て
、
ひ
き
方
を
調
節
し
よ
り
ま
す
」

と
職
人
技
が
光
る
。
繊
細
な
味
に
惚
れ
込
ん

だ
人
が
遠
方
か
ら
通
う
ほ
ど
。「
お
客
さ
ん

と
会
え
る
の
が
う
れ
し
い
。
元
気
の
源
だ
よ
」

　
５
年
前
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
直
後
に
九
州

北
部
豪
雨
で
工
場
が
水
害
に
。
２
年
前
は

大
腸
が
ん
を
患
っ
た
。「
苦
労
し
た
と
き
は
、

い
つ
も
妻
が
助
け
て
く
れ
た
」
と
感
謝
を
忘

れ
な
い
。
来
年
に
は
息
子
が
跡
を
継
い
で
く

れ
る
予
定
。「
も
う
し
ば
ら
く
は
、
が
ま
だ

さ
に
ゃ
ん
ね
」
と
笑
っ
た
。

今月の表紙
菊池夏まつりのフィナーレ
で声を振り絞る担ぎ手たち。

「せいや、せいや」の掛け声
が会場にこだまします。今
年のテーマは「“復光”から

“復幸”へ」。自分たちが光
となり人々へ幸せを届けた
いとの思いが込められまし
た。担ぎ手の思いはきっと
多くの人々に届いたことで
しょう。（関連 10・11㌻）
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3 菊池人　安武法蔵さん

4
フォトリポート

竜門ダムフェスタ
6 予算のあらまし

8 菊池市の公共施設マネジメント Vol ２

10
フォトリポート

菊池夏まつり
12 第１回九州のお米食味コンクール in 菊池

14
15

七城ふるさとコスモスまつり
菊池市生涯学習センター愛称＆ロゴ決定

16
17

シリーズ日本遺産
社会を明るくする運動作文

18
健康だより
ダイエットウオーキングのススメ
健康相談に伺います／第２回養生園つなごうフットパス／献血にご
協力ください／歯ッピーキッズ

20
21

文芸きくち
図書だより

22
23

シリーズ菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ　こんにちは金です

24

～

33

情報つう
▼お知らせ
下水道への早期接続をお願いします／特定不妊治療費助成事業が
始まりました／熊本地震による窓口負担免除期間は９月受診分ま
で／農用地利用計画の変更申出書を受け付けます／建物を新築・
増築・取り壊した人は届け出が必要です／衆議院小選挙区の区割
りと比例代表定数の改定／堆肥などの取り扱いにご注意ください
／計量器の定期検査／９月１日から10 日は屋外広告物適正化旬
間です／中小企業の生産性向上を支援します／障がい者の法定雇
用率が引き上げになります／消費税軽減税率制度説明会／菊池市
建築物耐震改修促進計画（案）パブリックコメント／その他

▼募集
菊池郡市医師会立看護高等専修学校生徒募集／ＪＩＣＡボランティ
ア秋募集説明会／熊本県立農業大学校学生募集／障がい者対象
職業訓練受講生募集／職業訓練コース／小学生～高校生のための
冬休み海外研修プログラム／平成 30 年度農業大学校新規就農
支援研修生募集／保育園で働きたい人の人材バンク登録者募集／
第 32 回しすいコスモスマラソン大会参加者募集／危険物取扱者
試験／ラブベンチデザインコンペ２０１７／菊池市生涯スポーツ教
室参加者募集／くまもと健康づくり応援店募集／公用車整備士（嘱
託職員）募集／菊池市総合体育館文化教室受講生募集／その他

▼相談・講演講習
認知症介護家族のつどい／もの忘れ相談会／納税相談夜間窓口を
開設します／「全国一斉！法務休日相談所」開設／男女共同参画
専門委員相談／震災・不動産トラブル無料相談会／全国一斉「高
齢者・障がい者の人権あんしん相談」／その他

▼イベント・市民の広場
熊本再春荘病院健康フェスティバル／「城山の日」開催／わくわく
健康セミナー／熊本県人権子ども集会／くまもと障がい者芸術展
／宝くじ文化公演海援隊トーク＆ライブ２０１７／第 51 回菊池まち
づくり道場／第 35 回九州矯正展

34
35

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

36 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

51

■マチイロとは
　いつでもどこでも広報紙を読むことが
できるようになるスマートフォン用無料ア
プリです。毎月広報紙が発行されるとお知
らせが届きます。他の自治体の広報紙も
読むことができます。詳しくはマチイロの
ホームページをご覧ください。
Ⓗ http://machiiro.town/

↑マチイロ
 ホームページ 

先祖から
受け継いだ
伝統を守りたい

Profile　やすたけ・ほうぞう
昭和８年７月20日生。「安武精米所」の代表。10人兄弟の
末っ子だが、兄弟が次々と家を出たため跡継ぎに。趣味は相撲
観戦、時代劇の鑑賞。健康の秘訣は妻の郁子さんが作るニガ
ウリとバナナのヨーグルトスムージー。泗水佐野区在住。84歳。
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移
転
住
民
へ
感
謝
を
込
め
て

　
「
竜
門
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ
・
感
謝
祭
」

が
７
月
23
日
、
竜
門
ダ
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
周
辺
住
民
ら
で
つ
く
る

斑
蛇
口
湖
活
性
化
推
進
協
議
会
が

主
催
。
特
設
プ
ー
ル
や
ヤ
マ
メ
の
つ

か
み
取
り
、
バ
ス
釣
り
大
会
、
木
工

体
験
、
ダ
ム
の
お
な
か
探
検
な
ど
催

し
物
満
載
で
、
毎
年
多
く
の
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

今
年
は
ダ
ム
の
運
用
開
始
か
ら

15
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
も
あ

り
、
移
転
住
民
へ
感
謝
の
思
い
を
さ

さ
げ
よ
う
と
感
謝
祭
も
実
施
。
菊

池
川
流
域
の
首
長
や
受
益
者
ら
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
移
転
住
民
の

苦
労
を
し
の
び
ま
し
た
。
受
益
農

家
を
代
表
し
て
森も
り
慎し
ん
一い
ち
郎ろ
う
さ
ん
（
上

住
吉
）が
「
私
た
ち
が
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
の
は
用
地
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
深
く

感
謝
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
参
加

者
で
エ
ン
ジ
ュ
を
植
樹
し
、
感
謝
の

思
い
を
後
世
へ
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

Ryumon Dam Festa 2017

11_ リサイクルネットを使ったハンモック。ゆらゆらと気持ちよさそう 12_ ヤマメのつかみ取りではぬ
るぬるすべるヤマメに悪戦苦闘 13_ 炎天下で冷えたスイカもよく売れた 14_ 特設ステージでは弾き語
りや大道芸が披露された 15_「ダムのおなか探検」へ出発。中は夏でもひんやり 16_ 関係者で記念植樹

1_竜門ダムと斑蛇口湖。ボート競技やイベント会場で活用されている 2_水の大切さを伝える「あらぞうくん」 3_自
慢の郷土料理は住民の手作り 4.7_ 丸太を切って作るペンダント 5_ 意外に難しい火おこし体験 6.10_ 特設プール
には渓流の川の水も使用 8_ 昔ながらの竹製水鉄砲が子どもに大人気 9_ バス釣り大会は外来魚駆除の目的もある

●竜門ダム
県北唯一の水がめで、貯水と洪水防
止を目的に平成 14 年に完成。重力
式ダムとロックフィルダムの複合形
式の多目的ダム。堤高 99.5m、堤
頂長 620m、総貯水量 4,250 万㎥

１

23

4

5

678

11

10

12

131415

16

9

15周年感謝祭
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本
年
度
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復

興
に
最
優
先
で
取
り
組
み
な
が
ら
、

「
安
心
・
安
全
の
『
癒い
や

し
の
里
』
き

く
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
成
果
を
よ
り
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
広
報
６
月

号
で
掲
載
し
た
６
つ
の
戦
略
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

６
つ
の
戦
略

❶
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
と
し

て
、
地
震
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、

み
な
し
仮
設
住
宅
・
市
営
住
宅
入
居

の
被
災
者
や
在
宅
の
被
災
者
の
見
守

り
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
関
係
で
、
義
務
的
経
費
中
心
の
「
骨
格
予
算
」
と
、
政

策
的
経
費
お
よ
び
投
資
的
経
費
な
ど
の「
肉
付
け
予
算
」を
合
わ
せ
た
予
算
と
な
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
基
づ
い
た
行
政
経
費
の
削
減
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
効
か
せ
た
歳
出
の
重
点

化
と
効
率
化
を
図
り
、
効
果
的
な
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

問
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

　

災
害
情
報
を
速
や
か
に
収
集
・
共

有
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
災
害

受
発
信
器
の
配
備
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
よ
り
正
確
で
迅
速
な

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
を
国
の
モ
デ

ル
事
業
で
進
め
ま
す
。

❷
人
が
集
ま
る
魅
力
の
ま
ち
づ
く
り

　

菊
池
渓
谷
の
創
造
的
復
興
を
目
指

し
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
菊
池
渓

谷
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
菊

池
渓
谷
ま
で
の
道
沿
い
に
特
色
あ
る

飲
食
店
の
立
地
を
促
進
し
、
グ
ル
メ

街
道
を
整
備
し
ま
す
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
“
米

作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る
大
地
の
記

憶
～
菊
池
川
流
域
「
今
昔
『
水
稲
』

物
語
」
～
”
に
つ
い
て
、
国
内
外
に

向
け
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

❸
未
来
に
つ
な
が
る
農
業
力

　
「
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

㏌
菊
池
」
を
開
催
し
、
良
質
な
米
づ

く
り
を
促
し
て
菊
池
米
の
価
値
を
高

め
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
本

市
の
農
林
畜
産
物
を
使
用
し
た
加
工

食
品
の
商
品
開
発
を
推
進
す
る
た

め
、
開
発
し
た
商
品
の
情
報
発
信
や

販
売
促
進
を
支
援
し
、
６
次
産
業
化

の
推
進
と
儲
か
る
農
業
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

❹
明
日
を
担
う
人
財
育
成

　

市
内
３
高
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や

強
み
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
支

❻
働
き
方
改
革
と

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

　
「
菊
池
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
公

共
施
設
な
ど
を
適
切
に
維
持
管
理
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
癒
し
の

里
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
３
つ
の

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
桜
の

植
樹
を
推
進
す
る
「
菊
池
さ
く
ら
千

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
市
街
地
緑
化

に
取
り
組
む
「
森
の
な
か
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
ホ
タ
ル
と
共
生
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
日
本

一
の
ホ
タ
ル
王
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
規
模

　

骨
格
予
算
と
肉
付
け
予
算
を
合
わ

せ
た
一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
28
年

度
当
初
予
算
と
比
べ
て
１・
８
％
減

援
し
ま
す
。
本
市
の
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
国
際
的
感
覚
や
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
磨
き
育
成
す

る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊
型
研
修

「
森
の
学
校
・
き
く
ち
」
を
実
施
し

ま
す
。

❺
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

　
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
そ
の

他
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促

進
を
目
的
に
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
完
全
無
料
化
を
実
施
し
ま

す
。
高
齢
者
支
援
と
し
て
、
べ
ん
り

カ
ー
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
、
路
線

バ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継

続
し
な
が
ら
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

の
２
９
９
億
７
２
７
７
万
円
で
す
。

■
歳
入

　

主
要
な
財
源
の
市
税
で
は
、
熊
本

地
震
の
影
響
を
考
慮
し
、
前
年
度
比

３・
２
％
減
の
49
億
９
９
２
７
万
円

を
計
上
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
比
２
・
６
％
減

の
76
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　

主
な
も
の
と
し
て
、
熊
本
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
事
業
費

と
し
て
18
億
２
３
９
８
万
円
を
計

上
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
整
備
費
で

あ
る
普
通
建
設
事
業
は
、
前
年
度
比

36
・
９
％
減
の
34
億
８
９
８
２
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
書
は
財
政
課
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

平成29年度

歳出（目的別） （性質別）

総額299億7,277万円

民生費
97 億 9,673 万円
32.7%

商工費
9 億 4,620 万円
3.2%

議会費
2 億 266 万円
0.7%

その他
7,303 万円
0.2%

農林水産業費
22 億 1,230 万円
7.4%

土木費 
25 億 7,598 万円
8.6%

公債費
33 億 8,633 万円
11.3%

総務費 
36 億 9,725 万円
12.3%

教育費
24 億 8,227 万円
8.3%

衛生費
20 億 9,973 万円
7.0%

消防費
7 億 2,777 万円
2.4%

扶助費
59 億 9,178 万円
20%

人件費
39 億 7,136 万円
13.2%

公債費
33 億 8,633 万円
11.3%

普通建設事業費等
34 億 8,982 万円
11.7%

物件費
39 億 7,745 万円
13.3%

補助費等
48 億 1,951 万円
16.1%

繰出金
26 億 7,093 万円
8.9%

積立金
4 億 1,518 万円
1.4%

維持補修費	
1 億 8,029 万円
0.6%

その他
7,889 万円
0.2%

義務的
経費
44.5%

投資的
経費
11.7%

その他の
経費
43.8%

歳入
■自主財源　
　地方公共団体が自らの権能に基づ
いて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思 決 定に
基づき収入されるもの
■市税　市民税や固定資 産税など
市民の皆さんからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、
手数料、繰越金、諸収入など
■地方交付税
　地域ごとの状況の違いを調整する
ため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金
　特定事業に対し国・県から使いみ
ちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み
入れるお金
■市債　長期間利用される市の施設
をつくるためなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費
　人件費、扶助費、公債費を合わせ
た、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費
　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保護、
子どものための手当て、医療費の援助
などの費用
■公債費　過去の借入金に要する返
済のための費用
■普通建設事業費
　道路工事や施設などを建設する事
業に要する費用
■物件費　消耗品や備品などに要す
る経費、委託料、光熱水費など
■補助費等　公益的な事業などに対
しての補助金や負担金など
■繰出金　一般会計から特別会計な
どに支出する経費

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳入
右の円グラフは「歳
入」「歳出（目的別・
性質別）」を表して
います。 総額299億7,277万円

地方債
30 億 8,260 万円
10.2%

県支出金
31 億 1,149 万円
10.4%

国庫支出金
41 億 6,216 万円
13.9%

地方交付税
76 億円
25.3%

地方譲与税等
12 億 5,760 万円
4.2%

その他
57 億 5,965 万円
19.3%

市税
49 億 9,927 万円
16.7%

依存財源
64.0%

自主財源
36.0%

予
算
の
あ
ら
ま
し

災害復旧費
17 億 7,252 万円
5.9%

災害復旧費
9 億 9,123 万円
3.3%
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■
公
共
施
設
の
現
状

　

合
併
前
の
４
市
町
村
で
整
備
さ
れ
た
施
設
を

受
け
継
い
で
い
る
た
め
、施
設
機
能
が
重
複
し
て

い
ま
す
。
県
内
14
市
の
中
で
も
公
共
施
設
の
人

口
１
人
当
た
り
の
面
積
が
一
番
多
く
、今
後
10
年

間
で
約
５
割
の
施
設
が
築
30
年
以
上
と
な
り
老

朽
化
が
進
み
ま
す
。

■
将
来
推
計
人
口
か
ら
見
え
る
課
題

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
に
伴
い
、施

設
の
余
剰
化
や
利
用
者
の
需
要
ニ
ー
ズ
の
変
化

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
財
政
状
況
か
ら
見
え
る
課
題

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
減
や
地

方
交
付
税
の
縮
減
に
伴
い
、施
設
整
備
に
使
え
る

費
用
が
不
足
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
コ
ス
ト
の
状
況
か
ら
見
え
る
課
題

　
施
設
の
維
持
管
理
費
用
は
年
間
約
25
億
４
千
万

円
。
こ
れ
に
対
し
施
設
利
用
料
金
な
ど
の
収
入

は
９
億
１
千
万
円
で
す
。
収
入
を
大
き
く
上
回

る
支
出
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
将
来
更
新
投
資
額
の
試
算
か
ら

　
見
え
る
課
題

　
試
算
で
は
、現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
の
将
来

更
新
投
資
額
が
年
間
約
33
億
９
千
万
円
に
対
し
、

■
将
来
更
新
投
資
額
の
試
算
と
数
値
目
標

　
52・２
％
を
削
減
目
標
と
す
る
こ
と
で
、８
月
号

で
試
算
し
た
今
後
40
年
間
の
更
新
投
資
額
は
、約

１
３
５
６
億
３
千
万
円（
年
間
約
33
億
９
千
万
円
）

か
ら
９
９
７
億
５
千
万
円（
年
間
約
24
億
９
千
万

円
）に
縮
減
さ
れ
ま
す
。そ
れ
で
も
、表
４
の
と
お

り
更
新
投
資
可
能
額（
17
億
９
千
万
円
）を
上
回
る

た
め
、約
７
億
円
が
不
足
し
ま
す
。

　

市
で
は
、本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
29

年
度
か
ら
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
を
設
置
し
、公

共
施
設
の
適
正
配
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
小

分
類
別
の
方
針
に
基
づ
く
移
管・
削
減
な
ど
に
つ

い
て
は
、今
後
、具
体
的
な
内
容
を
示
す「
個
別
施

設
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計

画
を
基
に
、市
民
の
皆
さ
ま
や
公
共
施
設
の
利
用

者
に
対
し
、丁
寧
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
合
意
形

成
に
努
め
ま
す
。

◇�

広
報
き
く
ち
10
月
号
で
は
、支
所
庁
舎
施
設
利
活

用
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

■
公
共
施
設
の
利
用
圏
域
別
の
方
針

　
公
共
施
設
は
、用
途
に
よ
っ
て
全
市
民
の
利
用

を
想
定
し
た
も
の
や
小
学
校
区
の
住
民
を
対
象

と
し
た
も
の
な
ど
、対
象
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、利
用
圏
域
別
の
方
針
を
表
１
の
と
お

り
設
定
し
て
い
ま
す
。

更
新
投
資
可
能
額
は
約
17
億
9
千
万
円
で
あ
り

全
体
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

菊
池
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
vol.２

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

現
状
と
課
題

■
取
り
組
み
方
針

❶
公
共
施
設
等
の
保
有
総
量
を
最
適
な
規
模
と
す
る

・
公
共
施
設
の
新
設
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

・�

公
共
施
設
の
統
合
、複
合
化
を
進
め
、保
有
総

量
を
削
減
す
る
。

・�

用
途
を
廃
止
し
た
公
共
施
設
は
速
や
か
に
削
減

す
る
。

・�

財
政
状
況
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
を

行
う
。

❷
公
共
施
設
等
の
機
能
維
持
と
安
全
を
確
保
す
る

・
計
画
的
な
維
持
管
理・修
繕・更
新
を
行
う
。

・
定
期
的
な
点
検・診
断
を
実
施
す
る
。

・�

危
険
箇
所
に
対
し
て
速
や
か
に
対
応
し
安
全
確

保
す
る
。

・
速
や
か
に
耐
震
化
を
図
る
。

・�

長
寿
命
化
に
よ
り
、更
新
費
用
の
平
準
化
を
図

る
。

❸
効
率
的
な
施
設
運
営
に
取
り
組
む

・
稼
働
率
の
向
上
を
図
る
。

・
日
常
の
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
改
善
す
る
。

・
民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
る
。

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る

基
本
方
針

利用圏域 説　明 方　針

広　　域 市内全域からの利用を想定
した施設

全市で一つもしくは、必要最低限
の施設を残し統合を推進

準 広 域 広域以下、小学校区以上から
の利用を想定した施設 利用状況などを考慮し、統合・複

合化を推進
小学校区 小学校区単位での利用を想

定した施設

自 治 会 自治会単位での利用を想定
した施設

自治会などへ移管可能なものは移
管を推進。それ以外は、利用状況
や機能に応じて統合、廃止を推進

そ の 他 上記以外での利用を想定し
た施設 施設機能に応じて方針設定

■
施
設
用
途
の
小
分
類
別
の
方
針
の
設
定

　
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、公
共
施
設
の
施

設
用
途
の
小
分
類
別
に
、今
後
40
年
間
の
方
針
を

表
２
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま
す
。

■�

施
設
用
途
の
小
分
類
別
の
方
針
に

　
基
づ
く
移
管・削
減
面
積
の
試
算

　

上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
建
物
を
除
く

２
８
０
施
設
を
対
象
に
、小
分
類
別
の
方
針
に
基

づ
く
移
管・
削
減
と
な
る
面
積
の
試
算
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、表
３
の
と
お
り
移
管・削
減
前

の
延
床
面
積
41
万
９
２
２
２・48
平
方
㍍
に
対
し
、

20
万
４
６
６・
92
平
方
㍍
と
な
り
、約
52・
２
％
の

削
減
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、そ
の
内
約
38・５
％

は
、民
間
や
地
域
に
移
管
す
る
た
め
、施
設
自
体

は
残
り
ま
す
。
廃
止
や
統
合
に
よ
り
施
設
面
積
が

削
減
さ
れ
る
割
合
は
13・７
％
で
す
。

方　針 内　容

　① 廃　止 当該施設を廃止。施設は解体や売却などの処分を検討

　② 民間移管 民間企業、団体などへの施設の譲渡、払い下げを検討

　③ 地域移管 自治会などへの譲渡、払い下げを検討

　④ 統　合 同分類施設との統合を検討

　⑤ 複合化 他分類施設との複合化を検討

　⑥ 縮小建替 建替えの際は規模を縮小して建替

　⑦ 同規模建替 建替えの際は現在の施設を維持

　　移管・面積削減による将来更新投資額の試算（公共施設、大分類別）

市
で
は「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
施

設
白
書
を
含
む
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

　　  40年間における小分類別の移管・削減面積割合

表１

表２

表３

小
分
類

表４
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“
復
光
”か
ら“
復
幸
”へ

　
菊
池
夏
ま
つ
り
が
８
月
６
日
、

菊
池
市
民
広
場
一
帯
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
以
上
に
市

民
一
体
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
新
た
に
大
勢
の
中
高
生
が
参

加
。
白
龍
を
担
い
で
街
中
を
練
り

歩
き
、
祭
り
の
熱
気
を
感
じ
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
関
東
で
活
動
し
て
い
る

琉
球
舞
団
昇
龍
祭
太
鼓
の
皆
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
出
演
。
伝
統
芸
能
エ
イ

サ
ー
を
披
露
し
、
来
場
者
と
一
緒

に
踊
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
は

台
風
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
最
後
は
来
場
者

全
員
が
白
龍
の
練
り
歩

き
に
合
わ
せ
て
「
せ
い

や
、
せ
い
や
」
と
大
合

唱
。
人
々
の
幸
せ
を
願

う
掛
け
声
が
夜
空
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

1

3

6

4

2

78

9

10

11

12

5

1.10_菊池高書道部のパフォーマンス 2.3_琉球舞団昇龍祭太鼓が
迫力のエイサーを披露 4_トロピカルフラグループクプクプアラ
クラスの優雅なフラダンス 5_KCPKのダンス 6_力強いバチさば
きを見せる菊池農高太鼓部  7_元気いっぱい子白龍を担ぐ子ども
たち 8_大勢の来場者でにぎわった 9_大迫力の白龍演舞 11_菊池
高野球部も担ぎ手で白龍の練り歩きに参加 12_菊池北中吹奏楽部
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■�

対
象
米　
平
成
29
年
う
る
ち
米　
玄
米
２
㌔
。

■�

出
品
数　
品
種
ご
と
に
３
検
体
ま
で
出
品
可
。

■�

出
品
料　
品
種
ご
と
に
出
品
料
が
必
要
。

・�

１
検
体
の
出
品
料
は
千
円
。

・�

２
～
３
検
体
の
出
品
料
は
一
律
２
千
円
。

※�

出
品
料
に
は
、米
食
味
分
析
計
測
器
借
上
料
、

個
別
デ
ー
タ
分
析
結
果
表
、結
果
表
郵
送
費
な

ど
の
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
。

■�

申
込
方
法　
参
加
申
込
書（
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、栽
培
場
所
、栽
培
方
法
）と
玄
米
２
㌔（
水

分
は
13
％
～
16
％
厳
守
）を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
出
品
玄
米
は「
熊
本
地
震
復
興
応
援
米
」な

ど
と
し
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
審
査
方
法

❶
１
次
審
査（
全
出
品
検
体
を
対
象
）

　

�

静
岡
製
機
㈱
の
食
味
計
測
器
に
よ
る
玄
米
分

析
。

【
個
人
総
合
部
門
】

　

�

全
て
の
出
品
米
の
中
か
ら
食
味
計
測
器
の
上
位

ス
コ
ア
30
検
体
を
選
定
し
ま
す
。

【�

個
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
】

　
食
味
計
測
器
ス
コ
ア
の
31
位
以
下
の
検
体
の
中

か
ら
九
州
７
県
別
に
各
県
の
上
位
３
検
体
、計
21

検
体
を
最
初
に
選
定
し
ま
す
。残
り
の
９
検
体
は
、

九
州
各
県
か
ら
の
出
品
数
の
状
況
に
よ
り
、最
終

エ
ン
ト
リ
ー
数
を
決
定
し
ま
す
。

【
自
治
体
部
門
】

　

�

各
自
治
体
か
ら
の
出
品
米
が
10
以
上
の
経
営
体

か
ら
あ
っ
た
場
合
に
エ
ン
ト
リ
ー
可
。
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
た
出
品
米
の
う
ち
各
自
治
体
の
上
位

５
人
の
食
計
測
器
ス
コ
ア
を
合
算
し
た
ス
コ
ア

に
よ
り
審
査
を
行
い
１
位
～
３
位
ま
で
を
表
彰
し

ま
す
。

❷
最
終
審
査（
食
味
官
能
審
査
）

・�

各
部
門
の
審
査
は
、米・
食
味
鑑
定
士
、バ
イ
ヤ
ー

な
ど
の
専
門
家
を
含
め
た
40
人
程
度
の
審
査
員
が

食
味
官
能
審
査
を
行
い
ま
す
。

・�

審
査
員
は
お
米
の「
外
観
、香
り
、味
、粘
り
、硬
さ
」

の
５
項
目
の
食
味
審
査
の
仕
方
を
参
考
に
、お
い

し
い
と
感
じ
た
お
米
５
検
体
を
選
び
投
票
を
行
い

ま
す
。

■
表　
彰

【
個
人
総
合
部
門
副
賞
】

・
最
高
金
賞（
１
人
）

　
表
彰
状
、記
念
盾
、２
万
円
相
当
の
市
特
産
品

・
金
賞（
５
人
）

　
表
彰
状
、記
念
盾
、２
千
円
相
当
の
市
特
産
品

・
特
別
賞（
24
人
）

　
表
彰
状
、２
千
円
相
当
の
市
特
産
品

【�

個
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
副
賞
】

・
最
優
秀
賞（
１
人
）

　
表
彰
状
、２
千
円
相
当
の
市
特
産
品

・
優
秀
賞（
５
人
）

　
表
彰
状
、２
千
円
相
当
の
市
特
産
品

・
特
別
賞（
24
人
）

　
表
彰
状
、２
千
円
相
当
の
市
特
産
品

【�

自
治
体
部
門
副
賞
】

・
優
勝（
１
自
治
体
）　  

表
彰
状
、記
念
盾

・
準
優
勝（
１
自
治
体
）  

表
彰
状
、記
念
盾

・
３
位（
１
自
治
体
）　  

表
彰
状
、記
念
盾

■
分
析
結
果　
郵
送

※
出
品
料
が
未
納
の
場
合
、結
果
表
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

■
受
付
窓
口　
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

日
本
市
場
に
お
け
る
九
州
産
米
の
価
値
を
高
め
、

世
界
へ
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

第
１
回
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
㏌
菊
池
を

開
催
し
ま
す
。

▼昨年本市で開催された「第18回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」の様子

菊池の秋の味覚、お米、お肉、
果物、スイーツなど、美食を
味わう2日間! 菊池の美味し
いものを食べつくそう!

11月18日㈯・19日㈰
同日
開催
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菊池市生涯学習センター

昨年の秋、菊池市生涯学習センターの愛称を公募し、
333点の応募の中から最優秀賞として「きくろす」が選ばれました。

選ばれた名称をもとにデザインを委託し、正式な愛称の表記とロゴを決定しました。

　ロゴタイプ（文字）はシンプルで堂々としている文字
を使用し、文字の中には「水と緑と歴史のまち」菊池市
をイメージし水の流れをデザインしています。ロゴマー
クは、輝く太陽をイメージしたデザインです。「人」とい
う漢字と「人」の形をイメージし、たくさんの人が集ま
る場になるようにという思いを込めています。子どもか
ら大人まで多くの人が利用しやすい施設になるように
親しみを込めてデザインしました。

◆�菊池市生涯学習センターで、さまざまな人・情報・文化
が出会い、交わり、新たなものを生み出す。

◆�合併した４つの地区（菊池、七城、旭志、泗水）が交わり、
高め合う。

　交流の結び目となるような施設でありたいという思
いを込めています。市民の皆さまに親しみを込めて呼
んでいただける施設となるよう、11月25日のオープン
に向けて準備中です。楽しみにお待ちください。

たくさんの人が集まる場に―「 」とは？

調理室 和室 キッズルーム 交流ブース

外観完成イメージ

オープンに向けて

準備中です !

 愛称 &ロゴ決定！

愛 称 ロ ゴ

【 問い合わせ先 】生涯学習センター  ☎0968（25）1111 www.facebook.com/KiCROSS.LL

菊 池

と き と き

と こ ろ
と こ ろ

駐 車 場

参加定員
参 加 費

コ ー ス

申込方法

午前９時 受付  午前９時30分 開会
※雨天決行

同日午後５時～　ステージイベント
　　午後８時～　花火打ち上げ
※花火のみ荒天の場合は翌日七城総合グラウンド

【ステージイベント】七城総合グラウ
ンド、七城体育館駐車場　【花火】菊
池川河川敷七城温泉ドーム付近
七城体育館駐車場、七城運動公園

（シャトルバスを運行）

1,000人
１人2,000円

七城総合グラウンドをスタート・ゴー
ルとする河川敷特設コース（50万本コース「５
㌔」、100万本コース「10㌔」）

申込書に添付してある郵便振替か、
商工観光課と菊池夢美術館で直接申し込みを
受け付けます。申込書は商工観光課・菊池夢美
術館・各支所・市内各物産館・道の駅に設置して
います。

※�ゴール会場で特産品などが当たる抽選会を実施します。

▶�歩き愛です歩数計、保険、入浴券、参加賞、昼食を含みます。
▶�当日受付はしません。

※歩き愛
め

です歩数計をお持ちの人は1,000円。

※�開催時間帯にはコスモスラ
イトアップ、コスモブリッジ
ライトアップ、夜市開催。

今年の打ち上げ花火は3000発 !!古
こ

賀
が

シュウ 栗
くり

原
はら

めぐみ

ゲスト 

【1部】 きくち歩
ある

き愛
め

です
～コスモスウオーク～

参加者募集
【2部】 ステージイベント・花火

　ウオーキングをしながら
地域を愛する気持ちを高め
るイベントです。今回は商業
の活性化、健康増進を目的と
した「きくち歩き愛です」と
して実施します。

【 問い合わせ先 】
菊池市七城ふるさとコスモスまつり実行委員会 （商工観光課内）  ☎0968（25）7223

ウオーキング クイズラリー ゴール

歩き愛です
歩数計

歩き愛です歩数
計を持って、ウオー
キング!

コース内でクイズ
に挑戦！正解する
とボーナス歩数
がもらえます！

歩数の 合計に応
じて 商品が もら
えます。
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小学生の部優秀作文

花房小学校５年　福
ふ く

島
し ま

陽
あ き

斗
と

さん

人とのつながり

社会を明るくする運動

作　文

　
一
人
で
る
す
番
を
し
て
い
た
時
に
、
家

を
つ
き
あ
げ
る
よ
う
な
地
し
ん
が
起
き
ま

し
た
。と
っ
さ
に
家
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

お
さ
ま
っ
た
け
ど
、
家
に
入
る
の
は
こ
わ

く
、
外
は
寒
く
て
ま
っ
暗
で
し
た
。
家
族

の
帰
り
は
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
し

た
。
そ
の
と
き
思
い
つ
い
た
の
は
、
い
つ

も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
と
な
り
の
お
じ

さ
ん
の
家
で
し
た
。
走
っ
て
む
か
い
、
わ

け
を
話
す
と
、
や
さ
し
く
家
に
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
寒
か
っ
た
ろ
う
。
こ
わ
か
っ
た
ろ
う
。

よ
う
来
た
、
よ
う
来
た
。」

と
コ
タ
ツ
に
入
れ
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
。

「
大
じ
ょ
う
ぶ
ね
え
。」

と
心
配
し
な
が
ら
飲
み
物
を
出
し
て
く
れ

た
お
ば
さ
ん
。
こ
わ
か
っ
た
気
持
ち
が
と

れ
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
母
が
来
て
、
帰

る
時
に
、

「
こ
う
い
う
時
は
い
つ
で
も
来
な
ん
た

い
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
ぼ
く

は
、
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
家
族
だ
け
で
な
く
地
い
き

の
方
々
に
も
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　
他
の
方
々
も
登
下
校
中
に
、

「
お
は
よ
う
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
お
か
え
り
。」

な
ど
、
あ
た
た
か
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま

す
。
あ
い
さ
つ
を
返
す
と
気
持
ち
が
い
い

で
す
。
話
し
か
け
る
と
、
色
々
な
事
を
聞

い
て
く
れ
ま
す
。

「
が
ん
ば
っ
た
ね
。
す
ご
い
ね
。」

と
い
っ
て
く
れ
る
時
は
、
と
て
も
う
れ
し

く
、
元
気
に
な
り
ま
す
。
家
族
だ
け
で
な

く
、
地
い
き
の
方
々
が
い
る
か
ら
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
学
校
で
も
そ
う
で
す
。
友
達
が
い
る
か

ら
こ
そ
楽
し
く
な
る
こ
と
、
が
ん
ば
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
教
室
に
友

達
が
そ
ろ
う
と
、安
心
し
て
す
ご
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
周
り

に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
明
る

く
、
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
か
ら
い
じ
め
や
差
別
を
さ

れ
て
は
心
に
や
み
が
で
き
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
犯
ざ
い
や
自
殺

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
み
ん
な
が
人
生
楽
し

く
な
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
れ
ば
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

花
房
小
に
あ
る
「
花
房
っ
子
人
権
ス

ロ
ー
ガ
ン
」
は
、
頭
文
字
を
と
っ
て

 

は
は
っ
き
り
も
の
が
言
え

 

な
な
か
よ
く
明
る
く
子
ど
も
た
ち
の
学
校

ぶ○
ぶ
つ
か
り
合
い

 

さ
さ
さ
え
合
う

っ○
強
く
や
さ
し
い
子
ど
も
た
ち
の
学
校

 

こ
こ
ん
な
学
校
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

で
す
。
ぼ
く
は
、
こ
の
「
花
房
っ
子
人
権

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
も
と
に
行
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。
地
い
き
の
方
々
が
ぼ
く
の
一

日
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、

あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
す
る
こ
と
。
み
ん

な
と
声
を
か
け
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
。

こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
知
ら
な
い
ふ

り
を
せ
ず
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。

ま
た
、
だ
れ
に
で
も
思
い
や
り
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
で

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
が
幸
せ

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

条里制で区画されたほ場（玉名市）

チブサン古墳鞠智城跡 江田船山古墳

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❶

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
の
曙

　
全
国
的
に
米
作
り
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
弥
生
時
代
。
熊
本
県
北

部
の
菊
池
川
流
域
で
は
、
水
を
引
き

や
す
い
川
沿
い
の
平
坦
な
土
地
で
米

作
り
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鉄

製
農
具
を
利
用
し
て
生
産
性
を
高

め
、
米
作
り
が
盛
ん
な
土
地
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
米
の
生
産
量
が
上
が
る
と
生
活
も

豊
か
に
な
り
、
豪
華
な
副
葬
品
が
出

土
し
た
「
江え

田た

船ふ
な

山や
ま

古
墳
」や
絵
画

な
ど
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
「
チ
ブ
サ

ン
古
墳
」な
ど
、
多
彩
な
葬
送
文
化

の
誕
生
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
や
が

て
高
い
技
術
力
に
支
え
ら
れ
た
菊
池

川
流
域
の
米
作
り
の
文
化
が
幕
を
開

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

４
月
に
認
定
を
受
け
た
菊
池
市
・
山
鹿
市
・
玉
名
市
・
和
水
町
で
構

成
さ
れ
る
菊
池
川
流
域
の
日
本
遺
産
。
今
月
か
ら
４
市
町
合
同
企
画

と
し
て
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
構
成
文
化
財
を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

２
千
年
に
わ
た
る
開
墾
の
歴
史

　
菊
池
川
流
域
は
、
阿
蘇
外
輪
山
の

菊
池
渓
谷
を
源
と
す
る
清
ら
か
で
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
。
約
２
千
年
前
、
最
初
は
小
さ

な
水
田
か
ら
米
作
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
８
世
紀
頃
に
は
灌か

ん

漑が
い

技
術
が
導

入
さ
れ
、
大
規
模
な
土
地
区
画
制
度

で
あ
る
「
条
里
制
」が
全
国
各
地
に

敷
か
れ
る
と
、
菊
池
川
流
域
の
平
地

で
は
１
区
画
１
㌶
の
水
田
が
整
備
さ

れ
ま
す
。
大
和
朝
廷
は
こ
の
土
地
の

高
台
に
古
代
山
城
「
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

」を
築

き
、
米
倉
を
建
て
て
軍
事
補
給
基
地

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
ま
し
た
。

条
里
制
の
地
割
は
、
時
代
が
移
り
変

わ
る
中
で
も
大
き
な
改
良
を
必
要
と

せ
ず
、
鞠
智
城
跡
を
訪
れ
る
と
、
千

年
以
上
前
に
碁
盤
状
に
区
画
さ
れ
た

田
園
風
景
を
一
望
で
き
ま
す
。

詳
細
ス
ト
ー
リ
ー
①
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

●�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
・
改
善

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
脂
肪
で
す
。
脂
肪
を
燃
や
す
こ
と

で
体
重
が
減
り
ま
す
。
血
圧
も
下
が

る
の
で
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
効
き
が
良

く
な
り
、
高
血
糖
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

血
液
中
の
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
増
や
し
、
中
性
脂
肪
を
減
ら
す
効

果
も
あ
り
ま
す
。

●�

寝
た
き
り
の
予
防
、
健
康
寿
命
の

延
伸

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
化
に
よ
り
、

「
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
低
下
→
体

力
低
下
→
動
作
の
緩
慢
→
（
転
倒
・

骨
折
）
→
寝
た
き
り
」
と
い
う
悪
循

環
が
防
げ
ま
す
。
寝
た
き
り
の
期
間

を
短
く
し
、
健
康
寿
命
を
長
く
し
ま

す
。

持
病
の
あ
る
人
は
注
意

　

気
軽
に
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

す
が
、
次
の
人
は
主
治
医
に
相
談
し

て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

・
肥
満
度
が
高
い

・
普
段
か
ら
血
圧
が
高
い

・�

心
電
図
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
異
常
が

あ
る

・�

心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な
ど

の
慢
性
的
な
病
気

・�

膝
、
腰
な
ど
に
痛
み
が
あ
る
、
ま

た
は
治
療
中

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

と　

き　

10
月
６
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

　

午
後
０
時
30
分
～
4
時

と
こ
ろ　

本
庁
玄
関
裏

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

　

9
月
か
ら
訪
問
相
談
事
業
を
始
め

ま
す
。
看
護
師
や
保
健
師
が
事
前
に

通
知
を
行
い
、
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
心
配
事
な
ど
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康
相
談
に
伺
い
ま
す

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

7
月
21
日・28
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む
し
歯
が

な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

川か
わ

口ぐ
ち　

慧け
い　

（
○菊  

立
町
）

小お

川が
わ

葵あ
お

巳し　
（
○菊  

大
琳
寺
）

山や
ま

本も
と

陽は
る

人ひ
と　

（
○菊  

野
間
口
）

髙た
か

村む
ら

美み

颯は
や　

（
○菊  

高
野
瀬
）

山や
ま

下し
た

祐ゆ
う

輪わ　
（
○菊  

大
琳
寺
）

松ま
つ

村む
ら

心こ

春は
る　

（
○菊  

中
町
）

東ひ
が
し　

萌め

音い　
（
○菊  

北
宮
）

上う
え

村む
ら

理り

帆ほ　
（
○菊  

亘
）

西に
し

島じ
ま　

逞た
く
ま　

（
○菊  

東
原
）

武む

藤と
う

希の
ぞ

実み　
（
○菊  

日
生
野
）

内う
ち

田だ

朝あ
さ

陽ひ　
（
○菊  

片
角
）

山や
ま

本も
と　

蘭ら
ん　

（
○菊  

西
迫
間
）

本ほ
ん

田だ

晴は
る

妃ひ　
（
○菊  

立
石
）

上う
え

田だ

來ら
い

虎と　
（
○泗  

竹
の
下
）

楳う
め

田だ

柚ゆ
ず

葵き　
（
○泗  

薬
師
）

杉す
ぎ

本も
と

麻あ
さ

陽ひ　
（
○泗  

桜
山
四
）

後ご

藤と
う　

悠ゆ
う　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

米よ
ね

村む
ら

彪ひ
ゅ
う

雅が　
（
○泗  

富
の
原
西
）

米よ
ね

村む
ら

美み

蘭ら
ん　

（
○泗  

富
の
原
西
）

藤ふ
じ

丸ま
る

大た
い

雅が　
（
○泗  

久
米
二
）

谷た
に

口ぐ
ち

咲さ

織お
り　

（
○泗  

桜
山
七
）

三み

澤さ
わ

由ゆ

奈な　
（
○泗  

永
）

坂さ
か

本も
と

心こ

幸ゆ
き　

（
○泗  

富
）

杉す
ぎ

山や
ま

幸さ
ち

穂ほ　
（
○泗  

桜
山
一
）

右み
ぎ

田た

悠は
る

真ま　
（
○泗  

富
の
原
台
）

松ま
つ

岡お
か

愛あ
い

華か　
（
○旭  

片
川
瀬
）

芹せ
り

川か
わ

大た
い

耀よ
う　

（
○旭  

片
川
瀬
）

三み

池い
け　

杏あ
ん　

（
○旭  

高
永
）

尾び

藤と
う

奏か

乃の　
（
○旭  

津
留
）

佐さ

藤と
う

恋こ

羽は
ね　

（
○七  

流
川
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き　
❷
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

靴
の
選
び
方

・�

つ
ま
先
に
指
1
本
く
ら
い
余
裕
が

あ
る

・
通
気
性
が
良
い

・�

ひ
も
ま
た
は
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ

・
靴
底
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る

・�

靴
底
が
固
過
ぎ
ず
、
柔
ら
か
過
ぎ

な
い

適
し
た
時
間
帯

　

人
そ
れ
ぞ
れ
生
活
ス
タ
イ
ル
に

よ
っ
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
な

時
間
帯
は
異
な
り
ま
す
。
体
調
を
見

な
が
ら
無
理
の
な
い
時
間
帯
で
長
続

き
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
よ
り
適

し
た
時
間
帯
、
避
け
た
ほ
う
が
良
い

時
間
帯
は
あ
り
ま
す
。

　

食
後
1
時
間
は
、
食
事
に
よ
る
高

血
糖
を
抑
え
る
ベ
ス
ト
な
時
間
帯
で

す
。
糖
尿
病
の
人
に
は
特
に
お
勧
め

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

中
の
人
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
つ
ま
み

た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
気
を
紛
ら
わ
せ
る
こ

と
も
お
勧
め
で
す
。

　

な
る
べ
く
避
け
た
ほ
う
が
良
い
時

間
帯
は
、
早
朝
と
深
夜
で
す
。
早
朝

は
心
臓
に
強
い
負
担
を
掛
け
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
深
夜
の
運
動
は
睡

眠
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

生
活
の
中
で
運
動
量
ア
ッ
プ

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
が
取
れ
な

い
人
は
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
ま
め

に
動
い
て
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。

・�

バ
ス
な
ど
の
乗
り
物
で
は
、
な
る

べ
く
立
つ
よ
う
に
す
る

・
家
事
や
掃
除
は
手
を
抜
か
な
い

・�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
や
め
、
階
段
を
使
う

・�

近
く
の
買
い
物
は
歩
い
て
い
く

　

自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

運
動
習
慣
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
良
い
こ
と
づ
く
し

　

体
を
動
か
せ
ば
食
事
は
お
い
し
く

な
り
、
便
通
も
改
善
さ
れ
ま
す
。
適

度
な
疲
れ
は
熟
睡
感
を
生
み
、
朝

す
っ
き
り
目
覚
め
ま
す
。
良
い
こ
と

ず
く
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
あ
な
た

も
今
日
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　今回は七城（台地区付近）の歴史や自然に触
れるコースです。これまでの参加者からは、「健
康づくりや同じ趣味を持つ人との仲間づくり
にもなって良かった」と好評です。初めてや１人での参加
も大歓迎。心も体もハッピーになれるフットパスを一緒に
楽しみましょう。

【 問い合わせ先 】
菊池養生園保健組合　☎0968（38）2820  

9月26日㈫ 午前10時～と　き
七城町台地区付近  
※場所は変更となる場合があります。

ところ

500円（弁当代）参加費
市内在住で、医師による運動制限がない人対　象

健康推進課または各支所市民生活課、菊池養生園
にある申込用紙に記入し申し込んでください。後
日、参加者へ詳しい案内を送付します。

申込方法

30人定　員
※�菊池養生園の教室に参加したことがない人を優先します。

第２回

交通機関の発達や機械化などにより、私たちの暮らしは
意識して体を動かさないと、運動不足になってしまいが
ちです。運動が苦手な人にも手軽にできるウオーキング
は「有酸素運動」の代表的なもので、ダイエットにも最適。
けがをする危険性も少なく、継続しやすい運動です。ス
ポーツの秋に向けて、気軽に始めてみませんか。

正しい歩き方
・�背すじをピンと伸ばし、顎を引きながら真っ

すぐ前方を見る。
・�膝を軽く曲げ、いつもより1～2センチ足を

上げる。
・�かかとから着地し、足の裏全体に体重を乗

せてつま先で地面を蹴り
出す。
・�腕は自然に伸ばし、肩の

力を抜いて前後にテンポ
よく大きく振る。腕を前
方に振ることで歩幅も自
然と広くなり、リズムよく
速く歩けるようになる。

かかとだけで着く
と、けがの原因と
なるので注意！

悪い例
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紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
色
に
亡
き
母
偲
ぶ
雨

爪
痕
を
深
く
残
せ
り
男
梅
雨

青
田
風
憂
き
こ
と
暫し
ば
し
忘
れ
け
り

天
空
の
破
れ
し
如
く
梅
雨
荒
る
る

盆
栽
の
主
役
の
変
は
る
梅
雨
茸

宮
本　
敏
子

加
藤　
妙
子

北
村　
妙
子

松
永　
久
子

中
路　
郁
子

毎
年
に
繰
り
返
え
さ
り
し
水
害
を
「
手
立
て
な
き
か
」
と
妻
吾
に
問
う

住
宅
に
干
し
あ
る
洗
濯
物
な
べ
て
映
す
早
苗
田
昼
間
の
ネ
オ
ン

昨
日
ま
で
庭
に
賞
で
い
し
向
日
葵
が
今
朝
の
風
雨
に
地
に
這
い
無
惨

活
着
の
兆
し
も
あ
ら
わ
田
を
渡
る
風
遊
ば
せ
て
早
苗
の
葉
揺
る
る

湧
き
水
の
流
れ
は
歩
速
道
す
が
ら
瀬
淵
を
超
え
て
大
河
に
そ
そ
ぐ

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

傷
つ
き
て
ぽ
ん
こ
つ
な
れ
ど
足
と
な
り
働
き
く
れ
し
車
を
洗
う

手
離
せ
る
車
に
お
礼
を
言
ひ
乍
ら
感
謝
淋
し
さ
涙
止
ま
ら
ず

仏
壇
を
酒
で
清
め
て
祖
を
拝
む
心
の
ほ
こ
り
少
し
祓
わ
れ

幾
年
を
独
り
托
鉢
積
ま
れ
し
か
ア
メ
リ
カ
大
地
にShoken

老
師
は

夏
木
立
茂
れ
る
中
を
ふ
さ
ふ
さ
と
百
日
紅
は
風
に
揺
ら
げ
る

林　
　
淑
子

安
見　
朱
實

岩
本
サ
ヨ
子

宮
本　
淑
子

松
本　
和
子

里
山
の
遠
く
け
ぶ
り
て
ほ
と
ど
ぎ
す
待
ち
待
ち
て
今
日
初
鳴
き
の
声

独
り
に
は
少
し
広
い
か
こ
の
住
ま
い
相
手
し
ま
す
と
雑
草
の
び
る

空
梅
雨
に
ひ
と
日
降
る
雨
梅
雨
し
ぐ
れ
農
道
走
る
田
植
機
の
音

手
を
尽
く
し
探
し
て
く
れ
し
友
の
あ
り
亡
父ち
ち
の
短う

歌た

五
十
首
八
十
年
ぶ
り
に

手
伝
い
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
太
き
実
を
も
く
も
く
と
採
る
雨
の
休
日

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

岩
木
タ
エ
子

山
田　
弘
子

井
上　
悦
子

た
な
そ
こ
の
左
右
の
ち
が
ひ
の
あ
り
な
が
ら
運
命
線
は
深
き
し
わ
な
す

竹
富
島
の
浜
に
向
か
っ
て
古
稀
近
き
十じ

ゅ
五う

才ご

の
心
が
自
転
車
を
こ
ぐ

枝
豆
を
啄
む
鳩
を
追
ひ
つ
つ
も
つ
ぶ
ら
な
鳩
を
い
と
お
し
み
た
り

御お
ん
田だ

祭ま
つ
り

白
装
吏
の
女
性
ら
は
神
の
使
ひ
で
稲
田
を
回
る

白ゆ
ふ
雨だ
ち
の
止
み
て
夕
日
の
薄
陽
差
し
ひ
そ
と
ひ
ら
け
る
夕
菅
の
花

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

夏
陽
射
す
墓
に
水
か
け
風
誘
ふ

空
蟬
の
目
に
鋭
さ
の
残
り
を
り

瓦
礫
中
七
夕
飾
り
顔
を
見
せ

梅
雨
明
け
や
真
白
き
シ
ー
ツ
風
に
揺
れ

解
体
の
ク
レ
ー
ン
を
映
す
植
田
か
な

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

葦
切
り
の
あ
と
に
広
が
る
川
原
か
な

通
院
に
形
見
の
香
水
ほ
の
匂
ふ

採
れ
た
て
の
玉
葱
つ
る
し
梅
雨
迎
ふ

水
張
田
は
天
空
映
す
鏡
か
な

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川
の
り
子

モ
ッ
コ
ス
が　
と
て
も
死
ぬ
ま
で
変
わ
ら
ん
ど

盆
提
灯　
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
か
ざ
ら
れ
ん

ま
っ
ぽ
し
さ
ん　
媽
は
ど
こ
さ
ん
行
っ
た
ろ
か

つ
ん
欠
げ
た　
ア
メ
に
金
歯
が
負
け
る
と
は

梅
雨
模
様　
身
体
に
ゃ
カ
ビ
は
生
え
だ
っ
た

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

宮
上　
美
由

山
隈　
好
茶

万
句
の
里
俳
句
会  

７
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
７
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

７
月
例
会

七
城
短
歌
会  

７
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

７
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

７
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

８
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

7
月
例
会ネコヅメのよる

町田尚子／作
（WAVE出版）
「そろそろかもしれない」とある
夜、ネコが集まる時がある。いっ
ぴき、にひき、あっちからも、こっ
ちからも、ネコ、ネコ、ネコ…。
ネコたちが集まる目的は…？ 
(所蔵館:泗水、旭志、中央)

菊池市図書館ホームページ  http://www.kikuchi-lib.jp/
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（38）6866
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

※開館準備中です
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　優しい幽霊たちの遁走曲（フーガ）
　茜の茶碗　裏用心棒譚
　キャピタル
　女の子が生きていくときに、覚えていてほしいこと
　認知症予防におすすめ図書館活用術
　会話もメールも英語は3語で伝わります
　ビッグ・ファット・キャットの
　世界一簡単な英語の大百科事典
　メデタシエンド。 ～ミッションは
　おとぎ話のお姫さま……のメイド役!?～
　水の森の秘密（こそあどの森の物語）
　すすめ！うみのきゅうじょたい
七城図書館
　ひさいめし～熊本より～
　靴のお手入れ新常識
　九十歳。何がめでたい
　坂の上の図書館
　あきいろのころわん
　イネ  
旭志図書館
　墨龍賦
　また、桜の国で
　マンガでやさしくわかる傾聴
　キャッチコピー力の基本
　奈良時代のサバイバル
　たのしい農場1001のさがしもの
　わらう

 
太
おお

田
た

忠
ただ

司
し

／著
上
うえ

田
だ

秀
ひで

人
と

／著
加

か

藤
とう

秀
ひで

行
ゆき

／著
西
さい

原
ばら

理
り

恵
え

子
こ

／著
結
ゆう

城
き

俊
とし

也
や

／著
中
なか

山
やま

裕
ゆ

木
き

子
こ

／著
向
むこう

山
やま

貴
たか

彦
ひこ

／文

葵
あお

木
き

あんね／著

岡
おか

田
だ

　淳
じゅん

／作
竹
たけ

下
した

文
ふみ

子
こ

／文、鈴
すず

木
き

まもる／絵

ウオズミアミ／著
NHK出版／編
佐

さ

藤
とう

愛
あい

子
こ

／著
池
いけ

田
だ

ゆみる／作、羽
は

尻
じり

利
とし

門
かど

／絵
間

ま

所
どころ

ひさこ／作、黒
くろ

井
い

　健
けん

／絵
赤
あか

木
ぎ

かん子
こ

／作、藤
ふじ

井
い

英
ひで

美
み

／写真

葉
は

室
むろ

　麟
りん

／著
須

す

賀
が

しのぶ／著
古

こ

宮
みや

　昇
のぼる

／著
川
かわ

上
かみ

徹
てつ

也
や

／著
河
かわ

合
い

　敦
あつし

／監修
ジリアン・ドハーティ／作

さこももみ／著

9月20日～26日の動物愛護週間に合わせて、動物に関する本の展示をしています（= ・̂̂ =） メロン

　泗水図書館は平成９年８月１日の開館から、20周年
を迎えます。当時生まれた子どもたちが成人となり、
学生だった利用者が親になりました。水害や地震を経
験し、そのたびに図書館司書たちはたくましく現実と
向き合い、力を合わせ困難を乗り越えてきました。
　本年度より指定管理から直営となり、新しい顔ぶれ
が増えました。また新たな風を泗水図書館から送るこ
とができたら良いなと思います。これからもどうぞよろ
しくお願いします。

　七城図書館は七城公民館の1階にあります。小説や
雑誌、絵本や紙芝居など約1万2千冊を所蔵し、子ども
から大人まで楽しめる本をそろえています。映像化し
た本など、話題の本もたくさんありますよ。机やソファ
はもちろん、靴を脱いでくつろげるスペースもあります
ので、ゆっくり読書を楽しめます。
　 毎月最終月曜日 の
午前11時からは、おは
なし会を行っています。
楽しいお話を用意して
お待ちしていますので、
ぜひ気軽にお越しく
ださい。

泗水図書館

七城図書館

今月の
おはなし会は

  ９月25日㈪です！
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人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

144

　

10
年
ほ
ど
前
に
勤
め
て
い
た
学
校

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
い
て
、
学
習

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
学
年

は
、
小
学
３
年
生
で
す
。

　
学
習
計
画
を
立
て
る
と
き
に
は
、
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
失
礼
の
な
い
よ

う
に
、
配
慮
を
し
な
が
ら
事
前
学
習
を

積
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
障
が

い
の
具
体
的
な
病
名
や
症
状
、
ま
た
、

初
め
て
出
会
う
と
き
に
、
絶
対
に
笑
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
確

認
し
合
っ
て
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
人
権
教
育
担
当
の
先
生
か

ら
次
の
よ
う
な
言
葉
が
出
さ
れ
ま
し

た
。「
私
も
、
前
任
校
で
、
今
回
の
よ

う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
の

第
一
印
象
を
大
事
に
し
な
く
て
い
け
な

い
こ
と
を
そ
の
と
き
に
学
び
ま
し
た
。

例
え
ば
、『
こ
ん
な
ふ
う
に
見
て
は
い

け
ま
せ
ん
』『
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
』
な
ど
と
、
事
前
に

教
え
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
そ
の
後
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
出

会
い
を
通
じ
、
初
め
は
緊
張
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
も
、
素
直
な
受
け
止
め
と

自
然
な
接
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
時
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
出

会
っ
た
と
き
、
何
か
手
助
け
し
な
く
て

は
…
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
、

偏
っ
た
見
方
を
し
な
い
こ
と
、
正
し
く

受
け
入
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」っ
て
、
知
っ
て
ま
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

関
す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）

で
は
、
全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
か
の
有
名
な
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
、

「
障
が
い
は
、
不
便
で
あ
る
。
し
か
し
、

不
幸
で
は
な
い
」
と
、言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

考
え
る
と
き
、「
ほ
ん
の
少
し
の
気
づ

き
と
思
い
や
り
」
で
お
互
い
が
安
心
し

て
生
活
で
き

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

熊本県人権同和政策課編
「人権研修テキスト」より

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「菊池市さわやか大学書道クラブ 展」
期　間：９月５日㈫～ 24 日㈰
　私たち１年間の努力の成果を見てはいよ !

「MEL クレヨン原画展」
期　間：９月３日㈰～ 10 月 15 日㈰
　クレヨンを重ねて針で引っかく技法で絵を描いています。
16 年間描きとめた作品を展示します。

【まちかど資料館企画展】
「黒肥地コレクション展」
期　間：～ 11 月 26 日㈰
　市内在住の黒

く ろ

肥
ひ

地
じ

雅
ま さ

任
と

さんのコレクション展を開催しま
す。長年菊池の文教に尽くした渋江家や幕末の思想家横

よ こ

井
い

小
しょう

楠
な ん

の書、細川藩家老の沢
さ わ

村
む ら

大
だ い

学
が く

ゆかりの掛け軸、刀剣な
ど数十点を展示します。

地
域
の
味
を
守
る
「
ば
ぁ
ば
」

　
菊
池
で
育
っ
た
食
材
か
ら
経
験
と
歴

史
に
培
わ
れ
た
知
恵
や
工
夫
で
「
お
も

て
な
し
」
の
料
理
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根

付
い
た
手
づ
く
り
の
味
が
あ
り
ま
す
。

水
源
地
区
で
、
食
を
通
じ
て
地
域
を
元

気
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

き
ら
り
水
源
村
加
工
部
の
皆
さ
ん
。
料

理
上
手
の
お
母
さ
ん
た
ち
８
人
は
、
そ

の
元
気
な
笑
顔
か
ら
「
水
源
ば
ぁ
ば
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
で
は
、

水
源
ば
ぁ
ば
た
ち
が
、
来
館
者
を
地
域

の
料
理
で
お
も
て
な
し
。
ば
ぁ
ば
の
活

動
は
、地
域
の
食
を
守
る
イ
ベ
ン
ト「
水

源
食
の
文
化
祭
」（
毎
年
11
月
開
催
）や
、

地
域
の
高
齢
者
向
け
宅
配
弁
当
の
取
り

組
み
な
ど
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

水
源
ば
ぁ
ば
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
一
緒
に
活
動
す
る
方
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ば
ぁ
ば
で
な
く

て
も
Ｏ
Ｋ
よ
！

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

書画家田中太山の「笑文字作品展」
期　間：���９月５日㈫～ 10 日㈰　
　文字を絵にする笑

え

文
も

字
じ

の考案者。
ニューヨークで創作活動を続ける田

た

中
な か

太
た い

山
さ ん

の明るく楽しい空間をご覧くださ
い。※最終日は午後４時まで。

「アンティークとんぼ玉アクセサリー展」
期　間：９月 19 日㈫～ 24 日㈰　
　古代ガラスやトルコ石・石山珊瑚・
琥珀などシルクロードの美術品の手作
りアクセサリーを展示・販売します。

上野忠昭写真展「いやしを探して」
期　間：９月26 日㈫～ 10 月１日㈰
菊池には心を和ます美しい風景や出来
事があります。それらを写真にしてみ
ました。

水源ばぁばの皆さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇57

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

今
、
韓
国
で
は
方
言
の
矯
正
塾
が
繁

盛
し
て
い
る

　

最
近
韓
国
で
は
、
方
言
を
矯
正
す

る
た
め
に
塾
に
行
く
人
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
講
座
を
受
け
る
人
は
就
職

活
動
生
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
、
朝
鮮
族
や
北
朝
鮮
な
ま

り
を
使
う
脱
北
者
も
例
外
で
は
な
い
。

な
ま
り
を
話
せ
ば
不
利
益
を
被
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
だ
。

　

一
例
と
し
て
、
昨
年
初
め
に
大
学

を
卒
業
し
た
あ
る
女
性
は
、
同
年
４

月
流
通
企
業
を
受
験
し
た
が
、
面
接

官
か
ら
「
営
業
職
に
就
く
た
め
に
は

方
言
を
直
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
さ
れ

た
。 

彼
女
は「
私
は
相
当
な
衝
撃
だ
っ

た
。
す
ぐ
に
約
４
万
円
を
支
払
い

方
言
講
座
を
受
講
し
た
」
と
話
し
た
。

標
準
語
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
「
ご

飯
食
べ
た
？
」
を
発
音
す
る
だ
け
で

も
ま
る
１
週
間
か
か
っ
た
。
２
カ
月

間
の
死
闘
の
末
に
な
ま
り
を
直
し
、

昨
年
下
半
期
入
社
で
き
た
」
と
言
う
。

　

事
の
端
は
、
韓
国
語
の
標
準
語
定

義
が
「
教
養
あ
る
人
々
が
話
す
現
代

の
ソ
ウ
ル
言
葉
」
と
い
う
の
に
発
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
地
方
の
言
葉
は

全
て
方
言
に
な
り
、
ソ
ウ
ル
だ
け
が

教
養
と
文
明
が
発
達
し
た
都
市
と
い

う
暗
黙
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ

の
た
め
誰
か
に
「
あ
ら
！　

方
言
が

随
分
残
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
は
「
あ
な
た
は
方
言
を
話
す

田
舎
者
だ
」
と
い
う
意
味
に
と
れ

る
。
一
例
と
し
て
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

「
都
市
ネ
ズ
ミ
と
田
舎
の
ね
ず
み
」
は
、

韓
国
語
の
タ
イ
ト
ル
で
は
「
ソ
ウ
ル

ね
ず
み
と
田
舎
の
ね
ず
み
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
。
２
０
０
６
年
に
は
、
あ

る
市
民
団
体
が
現
在
の
標
準
語
定
義

を
廃
止
し
て
ほ
し
い
と
し
て
訴
訟
を

起
こ
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ

で
も
標
準
語
と
は
文
化
の
多
様
性
が

総
体
的
に
反
映
さ
れ
た
言
葉
と
制
定

す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　

こ
の
方
言
矯
正
と
い
う
社
会
現
象

に
つ
い
て
ソ
ウ
ル
大
学
の
キ
ム
・
ジ
ュ

ウ
ォ
ン
教
授
は
「
矯
正
と
い
う
言
葉

は
間
違
っ
た
こ
と
を
正
す
と
い
う
意

味
だ
が
、
固
有
の
体
系
や
独
自
性
を

持
つ
方
言
は
矯
正
の
対
象
で
は
な
い

…
が
、
韓
国
で
方
言
の
矯
正
塾
が
人

気
な
の
は
就
職
難
な
ど
と
絡
み
合
っ

た
生
存
の
た
め
の
闘
争
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。 

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
韓
国
の
地
方

語
は
全
て
そ
の
当
時
の
新
羅
、
百
済
、

高
句
麗
の
標
準
語
だ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
今
の
こ
の
方
言
も
将
来
ど

う
変
わ
る
か
分
か
ら
な
い
。

古
墳
の
特
色

　

今
回
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
の
構

成
文
化
財
の
一
つ
に
装
飾
古
墳
群
が

あ
り
ま
す
。
菊
池
川
流
域
に
分
布
す

る
装
飾
古
墳
は
1
1
7
基
あ
り
、
そ

れ
ら
の
中
で
、
最
も
上
流
に
分
布
し

て
い
る
の
が
菊
池
市
袈
裟
尾
に
あ
る

袈け

裟さ

尾お

高た
か

塚つ
か

古こ

墳ふ
ん

で
す
。
菊
池
川
流

域
に
あ
る
装
飾
古
墳
の
数
は
日
本
一

で
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
装

飾
古
墳
の
分
布
域
で
す
。
そ
の
分
布

域
の
北
限
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が

袈
裟
尾
高
塚
古
墳
の
特
色
の
一
つ
で

す
。

古
墳
概
観　
　
　

　

こ
の
古
墳
は
直
径
約
25
メ
ー
ト
ル

の
円
墳
で
す
。
古
墳
を
上
か
ら
見
た

形
が
円
形
に
な
る
よ
う
に
、
土
を
積

み
上
げ
て
お
り
、
最
も
高
い
所
で
約

５
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
の

内
部
に
は
、
石
を
積
み
上
げ
て
、
死

体
を
埋
葬
す
る
施
設
で
あ
る
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

を
築
い
て
い
ま
す
。

石
室

　

横
穴
式
石
室
は
前
室
と
後
室
と
が

あ
る
複
室
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
全

長
は
約
７
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
後

室
の
内
部
は
３
つ
に
区
分
し
て
あ
り

ま
す
。
入
口
近
く
に
は
、
通
路
の
左

菊
池
川
流
域
装
飾
古
墳
群
の
最
上
流
に

あ
る
袈
裟
尾
高
塚
古
墳

右
に
長
方
形
の
平
面
形
を
し
た
区
画

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
区

画
と
ほ
ぼ
直
角
方
に
交
わ
る
１
区
画

を
奥
の
壁
に
沿
っ
た
状
態
で
作
っ
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
は
奥
と
左
右

に
大
き
な
石
を
並
べ
、
特
別
な
空
間

を
造
っ
て
あ
り
、
家
の
よ
う
な
形
に

仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
を
石い

し

屋や

形か
た

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

装
飾
文
様

　

装
飾
文
様
は
、
石
屋
形
と
入
口
・

側
壁
、
楣ま

ぐ
さ

石い
し

に
あ
り
ま
す
。
石
屋
形

の
装
飾
は
奥
壁
に
靫ゆ

き

と
三
角
文
を
線

刻
で
表
現
し
て
あ
り
ま
す
。
靫
は
矢

を
入
れ
て
携
帯
す
る
容
器
の
こ
と
で

す
。
入
口
・
側
壁
に
あ
る
文
様
は
石

の
表
面
に
赤
色
を
塗
っ
て
い
ま
す
。

側
壁
の
文
様
は
円
文
と
思
わ
れ
ま
す
。

楣
石
は
出
入
口
の
上
に
渡
し
た
石
材

で
、
平
面
形
が
長
方
形
の
石
の
表
面

を
加
工
し
て
、
靫
の
形
を
浮
き
彫
り

に
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
の
装
飾
も
素

朴
な
原
始
文

様
で
あ
り
、

当
時
の
人
々

の
葬
ら
れ
る

死
者
へ
の
思

い
や
り
を
表

現
し
た
も
の

で
す
。

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

2

石室の内部
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お
知
ら
せ

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

申
出
書
を
受
け
付
け
ま
す

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
当
て
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
農

振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場
合

に
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　
10
月
13
日
㈮

※�

内
容
や
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

「
下
水
道　

水
が
自
然
に　

か
え
る
道
」

（
平
成
29
年
度
の
下
水
道
推
進
標
語
）

９
月
10
日
㈰
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

　
下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
安
全
無

害
の
き
れ
い
な
水
に
変
え
、
川
や
海
に
返

す
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を

改
善
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
然
を
大

切
に
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　
多
く
の
費
用
を
か
け
て
造
ら
れ
た
下
水

道
施
設
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
初
め
て
価
値
を
持
ち
、
地
域
一

帯
の
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、

ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
速
や
か
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
は
指
定
工
事
店
へ　
改
修
や
新
築
な

ど
に
よ
る
家
庭
内
の
接
続
工
事
は
、
条
例

に
よ
り
菊
池
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
店

で
な
け
れ
ば
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

指
定
店
に
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　
業
者
の
人
が
家
に
来
て
、
宅
内
の

下
水
管
を
掃
除
し
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
業
者
の
人
に
清
掃
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
１　
悪
臭
や
下
水
管
の
詰
ま
り
が
あ
る

と
き
は
、
掃
除
し
た
方
が
良
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
市
が
業
者
に
指
示
し
て
個
人

宅
内
の
下
水
管
を
掃
除
さ
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　
宅
内
の
下
水
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

Ａ
２　
宅
地
（
敷
地
）
内
の
排
水
管
の
管

理
者
は
個
人
で
す
。
排
水
設
備
工
事
店
へ

連
絡
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　
な
ぜ
油
は
下
水
道
に
流
し
て
は
い

け
な
い
の
で
す
か

Ａ
３　
台
所
な
ど
か
ら
の
油
が
多
量
に
流

入
す
る
と
冷
え
て
固
ま
り
、
下
水
管
を
詰

ま
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
下
水
処
理
場
の
機

能
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
洗
い
物
以

外
の
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
下
水
道
へ
は
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

早
急
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
下
水
道
使
用
料
を
世
帯
人
数
で
算
定
し

て
い
る
家
庭
は
、
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
速
や
か
に
下
水
道
課
へ
連
絡
し
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
進
学

や
長
期
入
院
な
ど
で
住
民
票
を
残
し
た
ま

ま
転
出
し
、
住
民
登
録
の
人
数
と
実
際
に

住
ん
で
い
る
人
数
が
異
な
る
場
合
は
、
確

　
本
年
中
に
建
物
（
付
属
屋
、畜
舎
含
む
）

を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
、
平
成
30
年

度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
建
物

を
取
り
壊
し
た
場
合
も
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

建
物
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
た
人
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
ご
夫
婦
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
治
療

費
の
一
部
助
成
を
８
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。（
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
上
乗
せ
助
成
）

対
象
と
な
る
治
療　
平
成
29
年
４
月
１
日

以
後
に
受
け
た
体
外
受
精
と
顕
微
授
精

対
象
者　
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
、
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
夫
婦
の
双
方
か
一
方
が
市
内
に
１
年
以

上
住
所
を
持
ち
住
ん
で
い
る
▼
熊
本
県
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
る
▼
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
▼
他

の
市
区
町
村
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
同
様

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

助
成
金
額　
特
定
不
妊
治
療
費
（
医
療
機

関
の
発
行
す
る
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受

診
等
証
明
書
の
領
収
金
額
）
の
総
額
か
ら

県
の
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
額
で
、
１

回
５
万
円
ま
た
は
２
万
５
千
円
を
限
度

助
成
の
回
数　
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
に
準
じ
ま
す
。

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
え
て
健
康
推

進
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
に
提
出

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
菊
池
市
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
申
請
書
（
様
式
第
1
号
）
※
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
▼
熊
本
県
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書
の
写

し
▼
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

承
認
決
定
通
知
書
の
写
し
▼
夫
・
妻
の
所

得
証
明
書
▼
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
の

写
し
▼
印
鑑
、
通
帳

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

　
各
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

実
に
届
け
出
（
期
間
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
用
料
は
、

手
続
き
完
了
の
翌
月
以
降
を
対
象
に
変
更

し
ま
す
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
下
水
道
使

用
料
の
変
更
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
下
水
道
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
４

　
次
の
❶
～
❸
に
該
当
す
る
人
の
医
療
機

関
な
ど
で
の
窓
口
一
部
負
担
金
の
支
払
免

除
期
間
は
、
９
月
受
診
分
ま
で
で
す
。

❶�

住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
被
災
を
し
た

❷�

生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
り
、
行
方
不
明
で
あ
る 

❸�

生
計
維
持
者
が
業
務
を
休
止
・
廃
止
し

た
ま
た
は
失
職
し
て
現
在
収
入
が
な
い

対
象
の
医
療
保
険

▼
菊
池
市
国
民
健
康
保
険

▼
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

熊
本
地
震
に
よ
る
窓
口
負
担
免

除
期
間
は
９
月
受
診
分
ま
で

　
次
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か
ら
新
し
い

し
選
挙
区
（
定
数
）
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
菊
池
市
の
選
挙
区
は
、
第
３
区
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
３
区
に
属
す
る

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
と

比
例
代
表
定
数
の
改
定

市
町
村
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▼�

小
選
挙
区　
熊
本
県
は
選
挙
区（
定
数
）

が
５
区
（
５
人
）
か
ら
４
区
（
４
人
）

と
な
り
、１
区
（
１
人
）
減
少
し
ま
す
。

▼�

比
例
代
表　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
定
数
が

21
人
か
ら
20
人
へ
１
人
減
少
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会　
☎（
25
）７
２
０
１

堆
肥
な
ど
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
最
近
、
堆
肥
の
野
積
み
や
ス
ラ
リ
ー
散

布
時
の
悪
臭
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
な
ど
を
農
地
へ
散
布
し
た
後
は
、

速
や
か
に
耕
耘
し
、
周
辺
生
活
環
境
に
臭

気
問
題
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
、
数

日
間
、
堆
肥
を
農
地
へ
仮
置
き
す
る
場
合

は
、
シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど
の
雨
・
風
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

法
律
（
計
量
法
第
19
条
）
に
よ
り
２
年
に

１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
表
の
日
程
で
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
人
は

受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
計
量
器
、
手
数
料

（
１
台
当
た
り
５
０
０
円
～
２
２
０
０
円
）

検査日 検査時間 検査場所

10 月
２日㈪

午前 10 時～正午
午後１時～３時

七城支所
旭志公民館

３日㈫ 午前 10 時
～午後３時 泗水公民館

４日㈬ 午前 10 時
～午後３時 生涯学習センター

５日㈭ 午前 10 時
～午後３時 生涯学習センター

▼とき・ところ 検
査
対
象
計
量
器　
▼
商
店
な
ど
で
商
品

の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り
▼
病
院
、
薬

局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用
の
は
か

り
▼
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り
▼
農

協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集
荷
、
出
荷

な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り
▼
宅
配
な
ど
運

送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運
賃
算
出
用
に
使

用
す
る
は
か
り
▼
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生

産
者
が
生
産
物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る

は
か
り

問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

　
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
計
量
検
定
グ
ル

ー
プ　
☎
０
９
６（
３
６
８
）２
１
０
１

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
中
小
企
業
の
生
産

性
向
上
支
援
と
し
て
「
業
務
改
善
助
成
金

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
改
善
助
成
金
制
度
と
は　
生
産
性
向

上
の
た
め
の
設
備
投
資
な
ど
を
行
っ
て
、

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
を
一
定
額
以
上
引

き
上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備
投
資
な
ど
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

助
成
対
象　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
千
円

未
満
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

※�

過
去
に
助
成
金
を
受
給
し
た
こ
と
の
あ

る
事
業
場
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
要
件
や
助
成
額
、
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
特
設
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。「
業
務
改
善
助
成
金
」

で
検
索
。

問
熊
本
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎
０
１
２
０（
45
）１
１
２
４

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
を

支
援
し
ま
す

　
立
看
板
や
張
り
紙
、の
ぼ
り
、広
告
塔
、

屋
上
広
告
、
壁
面
広
告
な
ど
の
屋
外
広
告

物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
自
己
の
土
地
、

９
月
１
日
か
ら
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す

建
物
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事

前
に
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
ご
と
に
広
告
物
の
種
類
や
表
示
で

き
る
面
積
、
広
告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ

る
物
件
な
ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
注
意
点　

▼
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
確
認
す
る

▼
ま
わ
り
の
景
観
へ
の
影
響
を
考
え
る

▼�

老
朽
化
や
破
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
定
期
的
に
点
検
す
る

問
県
北
広
域
本
部
土
木
部
維
持
管
理
課

　
☎（
25
）２
１
６
７
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

９月の「税」の納期限
10月２日㈪

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206
固定資産係　　　☎ (25)7207

　●国民健康保険税第３期
　●固定資産税第３期
口座振替を利用している人は、９月
25 日㈪に振替を行いますので、残高
の確認をお願いします。

募
集

臨時福祉給付金の申請はお済みですか
10 月 17 日㈫が締め切りです！

　
　臨時福祉給付金（経済対策分）の受給対象の可
能性がある人へ申請書を送付しています。まだ申
請がお済みでない人は、お早めに申請をお願いし
ます。支給要件の確認など詳しくはお問い合わせ
ください。
問臨時福祉給付金推進室
　☎ (25)1297

　
民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
（
現

行
２
％
）
が
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
当

分
の
間
は
２・
２
％
、
３
年
を
経
過
す
る

前
ま
で
に
２・
３
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
引
き
上
げ
後
は
、
障
害
者
を
１
人
以

上
雇
用
し
、
雇
用
状
況
を
報
告
す
る
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
事
業
主
の
範
囲
が
従
業
員

50
人
以
上
か
ら
45
・
５
人
以
上
に
広
が
り

ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
０
９

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

　
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
実
施

す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に

回
答
で
き
ま
す
。
９
月
か
ら
、
調
査
員
が

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎（
25
）７
２
４
９

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
事
業
者
を
対
象
に
消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
10
月
23
日
㈪　
午
後
２
時
～
３
時　
　

　

�

菊
陽
町
役
場
２
階
大
会
議
室
（
菊
陽
町

大
字
久
保
田
２
８
０
０
）

▼
10
月
24
日
㈫　
午
前
10
時
～
11
時　
　

　

�

菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
研
修
室
（
菊
池

市
隈
府
８
８
８
）

▼
10
月
26
日
㈭　
午
後
２
時
～
３
時　
　

　

�

合
志
市
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
集

会
室（
合
志
市
御
代
志
１
６
６
１
‐
16
）

申
込
方
法　
電
話

問
●申
菊
池
税
務
署
総
務
課

　
☎（
25
）２
１
２
１

　
自
動
音
声
案
内
「
２
」

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
本
市
で
は
建
築
物
の
耐
震
化
を
図
り
市

民
の
生
命
・
財
産
を
保
護
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
耐
震
改

修
促
進
法
に
基
づ
き
「
菊
池
市
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
37
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
菊
池
市
建
築

物
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
案
）」
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
９
月
25
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

閲
覧
場
所　
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
都
市

整
備
課
▼
各
支
所
市
民
生
活
課

意
見
の
提
出
方
法　
氏
名
（
団
体
の
場
合

は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
ご
意
見
を
明
記
し
、
直
接
、
郵
送
、

菊
池
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
書
を
提
出
で
き
る
人　
▼
市
内
に
住

所
が
あ
る
人

問
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２　
Ⓕ（
25
）５
３
９
８

　
Ⓜtoshiseibi@

city.kikuchi.lg.jp

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
と
は

　

九
州
国
立
博
物
館
を
事
務
局
と
し
て
、

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
美
術
工
芸
品
、
出

土
品
な
ど
の
動
産
文
化
財
を
救
出
、
応
急

処
置
、
一
時
保
管
を
す
る
事
業
で
す
。

　
公
費
解
体
が
進
む
中
、
眠
っ
て
い
る
文

化
財
や
美
術
工
芸
品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
文
化
財
の
保
護
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
無
条
件
で
の

受
け
入
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
の

現
地
確
認
後
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
文
化
財
の
修

理
・
修
復
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
策
定

し
ま
し
た
。

対　
象　
▼
指
定
文
化
財
▼
登
録
文
化
財

▼
県
の
文
化
財
ド
ク
タ
ー
事
業
に
リ
ス
ト

文
化
財
保
存
整
備
費
補
助
金

化
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
※
平
成
30

年
度
中
に
完
了
す
る
事
業
に
限
る

補
助
率　
▼
指
定
文
化
財　

修
理
・
修
復

費
用
の
３
分
の
２
▼
登
録
文
化
財
・
歴
史
的

建
造
物　
修
理
・
修
復
費
用
の
３
分
の
１

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

　
文
化
芸
術
の
全
国
行
事
や
国
際
行
事
な

ど
の
出
場
報
奨
金
制
度
を
制
定
し
ま
し

た
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
人

対
象
行
事　
▼
公
的
機
関
が
主
催
、共
催
、

後
援
す
る
国
民
文
化
祭
▼
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
全
国
行
事
な
ど

報
奨
額　
１
万
円
～
３
万
円

※�

報
奨
金
は
行
事
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
１
人
年
２
回
ま
で
、
同
一
行
事
は

年
１
回
ま
で
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

菊
池
市
文
化
芸
術
等

出
場
報
奨
金
制
度

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
に
開
催
し
た

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
７
」
の
受
賞
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
31
点
（
個
人
部
門
15
点
、
グ

ル
ー
プ
部
門
４
点
、
企
業
部
門
12
点
）
の

作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
↖

花
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
説
明
会

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
日
系
社
会
青

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.jica.gp.jp/

volunteer/index.htm
l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　
９
月
29
日
㈮
～
11
月
１
日
㈬

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州　
市
民
参
加
協
力
課

　
☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護
高
等

専
修
学
校
生
徒
募
集

募
集
人
員　
40
人

課
程
・
学
科

　
医
療
高
等
課
程
・
准
看
護
科

修
業
年
限　
２
年
（
昼
）

応
募
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の
人
（
本

年
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

受
験
料　
１
万
円

願
書
受
付
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
25
日
㈬

　
午
後
５
時
必
着

試
験
日
・
場
所　
11
月
９
日
㈭　
本
校

試
験
科
目　
国
語
、
社
会
、
数
学
ま
た
は

英
語
（
選
択
）、
面
接

合
格
発
表　
11
月
13
日
㈪

問
菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修
学

校　
☎（
25
）２
１
８
２

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

募
集
学
科
・
定
員

農
産
園
芸
科　
30
人

野
菜
学
科　
　
30
人

畜
産
学
科　
　
20
人

修
業
年
限　
２
年

受
験
料　
２
２
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

▼
推
薦
入
学
者
選
抜

　
９
月
４
日
㈪
～
14
日
㈭

▼
一
般
入
学
者
選
抜

　
12
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮　

問
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

　
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
市
民
投
票
を
行

い
、
各
部
門
の
受
賞
作
品
７
点
を
決
定
。

投
票
総
数
は
２
２
６
人
で
し
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
は
来
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。
写
真

の
撮
り
貯
め
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
賞
作
品

個
人
部
門

金　
賞　
武た

け

生お

美み

穂ほ

さ
ん
（
下
赤
星
）

銀　
賞　
田た

中な
か

康や
す

男お

さ
ん
（
出
分
）

企
業
部
門

金　
賞　
舞
美
容
室

銀　
賞　
有
限
会
社
ク
ド
ウ
工
業　

グ
ル
ー
プ
部
門

金　
賞　
深
川
フ
ラ
ワ
ー
ズ

銀　
賞　
菊
池
美
容
組
合　

市
長
特
別
賞

個
人
部
門　
髙た

か

森も
り

美み

鈴す
ず

さ
ん
（
打
越
）

展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

介護予防ミニ講座
健康寿命を延ばして健康長寿に!

～ 筋力向上をめざしましょう ～
　丈夫な足腰を維持し、自分で歩くことが全身の健康
につながっています。日常生活に簡単な体操を取り入れ
て、足腰の機能低下を予防しましょう!

スクワットで筋力向上！自分にあった安全な方法で行いましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

【 やり方① 】  ※ゆっくり5～6回
1. �立位の状態から椅子に腰掛ける

ようにお尻をゆっくり下ろす。
2. �膝が90度を超えないように曲げ

たら立位に戻る。

☆慣れたら回数を増やしましょう。 
▶�膝や腰に強い痛みや病気がある人は、主治医に相談し

てから始めましょう。
▶体調の悪い日は無理せずお休みを！

【 やり方 ② 】  ※10回を2～3セット
1. �椅子に座って両足は肩幅に開き、

机に手をついてゆっくり立ち上がる。
2. �ゆっくり膝を曲げて椅子に座る。
（ドスンと座り込まない。）
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

ラ
ブ
ベ
ン
チ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
１
７

　

癒
や
し
の
里
は
「
愛
の
里
」。
カ
ッ
プ

ル
が
仲
睦
ま
じ
く
座
っ
て
憩
う
こ
と
が
で

き
る
、
二
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
（
イ
ス
）
の

デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
▼
年
齢
や
プ
ロ
ア
マ
は
問
い

ま
せ
ん
▼
連
名
や
企
業
で
の
応
募
、
複
数

点
の
応
募
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
１
人

ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
作
品
し
か

二
次
選
考
を
通
過
し
ま
せ
ん
▼
本
人
が
作

成
し
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

り
ま
す
。
当
コ
ン
ペ
と
同
時
期
に
行
わ
れ

る
他
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
へ
の
重
複
応
募

は
認
め
ま
せ
ん

応
募
方
法　

Ａ
３
以
下
の
サ
イ
ズ
の
紙

に
、
形
状
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
描
き
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
合
わ
せ
て
都
市
整

備
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応

募
い
た
だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
画
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
締
切　
10
月
13
日
㈮　
※
直
接
持
ち

込
み
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
。

ベ
ン
チ
設
置
場
所　
御
所
通
り
お
伊
勢
さ

ん
の
敷
地
内
正
面
（
屋
外
）

審
査
・
評
価
基
準　
▼
ベ
ン
チ
と
し
て
機

能
す
る
大
き
さ
と
形
状
で
あ
る
こ
と
▼
座

面
と
背
も
た
れ
が
木
製
で
あ
る
こ
と
（
背

も
た
れ
は
設
け
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
主
要
部
材
に
金
属
や
石
材
を
使
用
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
）
▼
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う

に
可
動
式
で
な
い
こ
と
▼
隈
府
や
御
所
通

り
の
調
査
や
理
解
が
で
き
て
い
る
こ
と

（
御
所
通
り
を
訪
問
し
て
街
歩
き
、
地
域

の
歴
史
な
ど
を
調
べ
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
推
奨
し
ま
す
） 

▼ 

「
お
伊
勢
さ
ん
」

が
隠
れ
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
▼
御

所
通
り
の
街
並
み
景
観
に
マ
ッ
チ
し
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に

貢
献
す
る
よ
う
な
提
案
で
あ
る
こ
と

賞
金
・
副
賞

▼�

グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
作
品
） 

賞
金
20
万
円

（
現
金
15
万
円+

商
品
券
５
万
円
相

当
）
副
賞　

菊
池
米
１
年
分
（
60
㌔
）

ま
た
は
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼�

優
秀
賞
（
２
作
品
）
賞
金
５
万
円
（
現

金
４
万
円+

商
品
券
１
万
円
相
当)

副
賞　
七
城
メ
ロ
ン
２
玉

試
験
の
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第

６
類
・
丙
種

試
験
日　
11
月
19
日
㈰

会　
場　
熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草
市
・

玉
名
市

受
付
期
間　

▼
書
面
申
請　
９
月
12
日
㈫
～
20
日
㈬

▼
電
子
申
請　
９
月
９
日
㈯
～
17
日
㈪

願
書
配
置
場
所　
受
験
願
書
・
試
験
案
内

な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
県
内
各
消
防

本
部
、
県
消
防
保
安
課
に
配
置
し
ま
す
。

問
●申（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必
要
な
栽

培
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら

学
ぶ
農
業
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
名

❶
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス

❷
実
践
農
業
コ
ー
ス

❸
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

研
修
期
間

❶
４
月
～
翌
３
月
（
週
５
日
）

❷
４
月
～
12
月
（
週
３
日
）

❸
４
月
～
11
月
（
月
１
回
）

定
員　
❶
10
人　
❷
40
人　
❸
20
人
程
度

募
集
期
間　
▼
１
次
募
集　
９
月
15
日
㈮

～
10
月
27
日
㈮
（
❶
と
❷
30
人
）
▼
２
次

募
集　
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
～
31
日
㈬

（
１
次
募
集
の
残
枠
と
❷
10
人
と
❸
）

問
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）６
６
０
０

平
成
30
年
度
農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

　
現
在
、
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
不
足

問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
「
菊
池
市
保
育

士
等
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
保
育
園

で
働
き
た
い
人
た
ち
と
保
育
園
の
橋
渡
し

を
行
い
、
就
労
支
援
と
人
材
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

対　
象　
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
師
な

ど申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

雇
用
保
険
や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受

け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
❶
合
志
市　
❷
大
津
町

科　
目　

❶
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

❷
総
合
事
務
養
成
科

募
集
期
間　

❶
９
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭　

❷
～
９
月
26
日
㈫

訓
練
期
間　

❶
11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
４
月
27
日
㈮

❷
11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

第
32
回
し
す
い
コ
ス
モ
ス

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　
こ
と
し
も
泗
水
秋
祭
り
と
同
時
に
開
催

し
ま
す
。
秋
風
薫
る
コ
ス
モ
ス
満
開
の
コ

ー
ス
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
３
日
㈮
㈷

と
こ
ろ　
有
朋
の
里
泗
水　
孔
子
公
園　

種
目
・
対
象

３
キ
ロ　
小
学
生
・
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

５
キ
ロ　
中
学
生
・
一
般
男
女

10
キ
ロ　
一
般
男
女

※
高
校
生
は
一
般
男
女
に
含
み
ま
す
。

参
加
費　
　
　
中
学
生
以
下　
　
　
千
円

　
　
　
　
　
　
高
校
生　
　
　
　
２
千
円

　
　
　
　
　
　
一
般
・
大
学
生　
３
千
円

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
と
教
育
委
員
会

各
公
民
館
に
あ
る
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
参
加
料
は
郵
便
振
替
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受

け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　
10
月
６
日
㈮

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

日　
程　
12
月
24
日
㈰
～
平
成
30
年
１
月

４
日
㈭
※
派
遣
先
で
異
な
り
ま
す
。

派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
リ
ス
マ
ス

体
験
、
英
語
研
修
、
文
化
交
流
、
地
域
見

学
、
野
外
活
動
な
ど

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

冬
休
み
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

精神・発達
障がい者

就業支援科
精神、発達 ５人

多くの精神・発達
障がい者就労支援
実績を生かし、実
践的な就業準備を
行います。

９ 月 11 日 ㈪ ～
10 月 31 日㈫

12 月 １ 日 ㈮
～ 平 成 30 年
２月 28 日㈬

合同会社
Human To Human
熊 本 市 東 区 健 軍 ３
-50-19　菊乃井ビル
２階

Web 作 成
資格取得科

身 体（ 下 肢・ 内 部 ）、
精神、発達、難病、高
次脳機能

５人

企 業 で 生 か せ る
Web 技能の習得か
ら資格取得までを
目指します。

10 月 31 日㈫ま
で

12 月 ４ 日 ㈪
～ 平 成 30 年
２月 28 日㈬

㈲アトム開発
熊 本 市 南 区 江 越
2-16-14

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

菊
池
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
明
る
く
豊
か

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

内　
容　
下
表
の
と
お
り

※�

受
講
料
は
開
講
式
時
に
徴
収
し
ま
す
。

途
中
で
辞
め
て
も
受
講
料
は
返
還
し
ま

せ
ん
。

申
込
期
限　
９
月
14
日
㈭　
正
午

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
申
込
者
に
は
、
締
め
切
り
後

に
開
講
式
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

教室名 講師名 日　程 回数 時　間 受講料 定員 ところ 内　容

バドミントン
教室

（一社）菊池“ゆ”ったりスポーツ
クラブ　坂

さ か

田
た

はるみ講師
（健康体操指導士・

スポーツインスラクター）

毎週㈪ 
９月25日～ 
12月上旬

全10回 午後７時30分
～９時 3,000円 20人

程度 泗水体育館 初心者大歓迎。
基本からゲームを楽しみ体力アップ。

リラックス
ヨガ

（一社）菊池“ゆ”ったりスポーツ
クラブ　日

ひ

高
だ か

淳
じゅん

子
こ

講師 
（ヨガインストラクター）

毎週㈭ 
９月21日～ 
12月下旬

全10回 午後８時
～９時 3,000円 10人

程度
泗水公民館
軽運動室

呼吸とポーズを同調させ、体のゆがみ
を整えます。代謝向上、浄化作用（デ
トックス）を促し、精神的な爽快感も期
待できます。

ソフト
エアロビクス

（一社）菊池“ゆ”ったりスポーツ
クラブ　坂

さ か

田
た

はるみ講師
（健康体操指導士・

スポーツインスラクター）

毎週㈮ 
９月22日～ 
12月上旬

全10回 午前10時
～11時 3,000円 10人

程度
泗水公民館
軽運動室

ストレッチ・筋力トレーニング・リズム
に合わせたソフトエアロビクスでメリ
ハリボディを目指しましょう。

大人のスレッ
チ＆新体操

（一社）菊池“ゆ”ったりスポーツ
クラブ　坂

さ か

田
た

はるみ講師
（日本体育協会公認

新体操コーチ）

毎週㈰ 
９月17日～ 
12月中旬

全10回 午前９時30分
～11時 3,000円 20人

程度 泗水体育館
新体操のリボンやフープボールを使っ
て曲に合わせて踊りましょう♪体幹を
鍛えるトレーニングも行います。

著
作
権
な
ど　
グ
ラ
ン
プ
リ
・
優
秀
賞
の

作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
菊
池
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

発　
表　
11
月
22
日
㈬

表
彰
式
・
お
披
露
目
式　
平
成
30
年
３
月

１
日
㈭
午
前
10
時
～　
現
地
（
予
定
）

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
、
ベ
ン
チ
完

成
ま
で
製
作
に
係
る
監
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ベ
ン
チ
の
作
成
費
用
が
50
万
円

以
内
で
あ
る
た
め
、
作
成
に
当
た
っ
て
意

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
表
後

で
あ
っ
て
も
不
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は

取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
流
れ　
登
録
し
た
人
は
登
録
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保
育
園
長
か
ら
の

情
報
提
供
依
頼
に
基
づ
き
、
市
か
ら
登
録

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら

個
別
に
保
育
園
長
か
ら
面
接
な
ど
の
連
絡

が
あ
り
、
面
接
の
結
果
採
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。

問
●申
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001
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相
談

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
９
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
９
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
９
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※�

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と　
き　
10
月
１
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
法
務
局　
熊
本
第
二

合
同
庁
舎
４
階
会
議
室
（
熊
本
市
中
央
区

大
江
３
丁
目
１
番
53
号
）

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁

護
委
員

相
談
内
容　
相
続
、遺
言
、不
動
産
登
記
、

戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
な
ど

※�

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課 

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
６

「
全
国
一
斉
！
法
務
休
日
相
談

所
」
開
設

と　
き　

▼
９
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▼
９
月
９
日
㈯
～
10
日
㈰　

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
相
談
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員　

相
談
内
容　
虐
待
、
差
別
、
偏
見
な
ど
高

齢
者
・
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題

問
人
権
啓
発
課　
☎（
25
）７
２
０
９

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
募
集

　
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
「
く
ま
も
と

健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
援
店
に
は
県
か
ら
指
定
書
や
の
ぼ

り
旗
を
交
付
し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。
指
定
は
無
料
で
す
。
一
緒
に
県
民
の

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
対
象　
飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店

募
集
要
件　
栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
６
つ
の
ベ
ー
ス
項

目
か
ら
１
つ
以
上
取
り
組
む
こ
と

募
集
期
限　
10
月
31
日
㈫

問
●申
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

公
用
車
整
備
士
（
嘱
託
職
員
）

募
集

期　
間　

　
10
月
２
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

賃　
金　
月
額
８
万
円

勤
務
場
所　
菊
池
市
役
所
本
庁

業
務
内
容

❶�

菊
池
市
役
所
公
用
車
の
日
常
点
検
、
定

期
点
検
業
務

❷�

整
備
を
要
す
る
車
両
の
認
証
工
場
、
指

定
工
場
へ
の
発
注
業
務

❸
簡
易
な
消
耗
品
の
補
充
等
業
務

❹
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
業
務

必
要
な
資
格　
▼
自
動
車
整
備
士
（
２
級

以
上
）
※
要
実
務
経
験
者
▼
普
通
自
動
車

免
許
（
Ｍ
Ｔ
）

募
集
人
員　
２
人

応
募
方
法　
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴

書
（
市
販
用
紙
可
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
の
場
合
、
㈯
㈰
㈷
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
郵
送
の
場
合
は
９
月
15
日
㈮
必

着
。 

問
●申
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎（
25
）７
２
０
５

菊
池
市
総
合
体
育
館　

文
化
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
９
月
～
（
第
２・４
㈭
）

❶
午
後
１
時
～
２
時

❷
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館
会
議
室

対
象
者　
❶
20
歳
以
上　
❷
小
学
生

内　
容　
❶
古
典
書
道
（
カ
ナ
文
字
）
教

室　
❷
は
じ
め
て
の
書
道
教
室

定　
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
毎
月
第
２
㈭
の
３
日
前
ま
で

参
加
費　
月
１
０
８
０
円

指
導
者　
松ま
つ
本も
と
隆た
か
子こ

（
広
深
書
道
会
師
範

格
）

問
●申
菊
池
市
総
合
体
育
館

　
☎（
25
）３
０
０
１

第
43
回
チ
ー
ム
対
抗
の
ど
自
慢

大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
10
月
14
日
㈯　
午
後
３
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　
容　
１
チ
ー
ム
２
曲
で
出
場
。
音
源

は
実
行
委
員
会
で
準
備
す
る
通
信
カ
ラ
オ

ケ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
と
す
る
。

参
加
費　
１
チ
ー
ム
３
千
円

申
込
期
限　
９
月
８
日
㈮

申
込
方
法　
直
接

問
●申
菊
池
市
商
工
会
本
所
内　
青
年
部
の

ど
自
慢
受
付
係　

　
☎（
25
）１
１
３
１

と　
き　
９
月
19
日
㈫　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

相
談
内
容　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な

人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職

場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど

※�

今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
受
け

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

と　
き　
９
月
９
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

▼�

第
１
会
場　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
10
階
会
議
室
８
（
熊
本
市
中
央
区

手
取
本
町
８
番
９
号
）

▼�

第
２
会
場　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34

号
）

▼�

第
３
会
場　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
３
階
和
室
（
八
代
市
新
町
５
番
20

号
）

▼
電
話
相
談（
当
日
の
み
）

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

相
談
内
容　
▼
隣
地
と
の
境
が
よ
く
分
か

ら
な
い
▼
隣
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
敷
地
に

入
り
込
ん
で
い
る
▼
ロ
ー
ン
が
残
っ
た
住

震
災
・
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル

無
料
相
談
会

宅
や
車
が
被
災
し
た
▼
相
続
の
手
続
き
が

分
か
ら
な
い
な
ど

問
土
地
家
屋
調
査
士  

吉よ
し

田だ

健け
ん

太た

郎ろ
う

　
☎
０
９
６（
３
２
７
）９
５
１
３

　
司
法
書
士　
小お

山や
ま
信し
ん
一い
ち
郎ろ
う

　
☎
０
９
６（
３
４
６
）３
９
２
７

講
演
・
講
習

定
期
救
命
講
習
（
普
通
・
上
級
）

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
普
通
救
命
講
習
予
定
表

▼
場
所
・�

講
習
日

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

　
55
歳
以
上
の
求
職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

求
職
登
録
者
）
を
対
象
に
無
料
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

内　
容　
❶
樹
木
管
理　
❷
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能

と　
き　
❶
10
月
18
日
㈬
～
24
日
㈫　

　
　
　
　
❷
10
月
30
日
㈪
～
11
月
２
日
㈭

と
こ
ろ　
❶
（
公
社
）
菊
池
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　
❷
コ
ベ
ル
コ
教
習
所
㈱

熊
本
教
習
セ
ン
タ
ー

講
習
期
間　
❶
５
日
間　
❷
４
日
間

定　
員　
❶
20
人　
❷
20
人

申
込
期
限

❶
10
月
６
日
㈮　
❷
10
月
20
日
㈮

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会　
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
募
集

　
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
推

薦・応
募
で
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、

任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。
併
せ

て
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設

し
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
募
集
に
つ
い
て
は
10
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
広
報
き
く
ち
10
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

募
集
区
分
・
人
数　

❶
農
業
委
員　
19
人

❷
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
30
人

任　
期　
❶
❷
平
成
30
年
３
月
22
日
～
平

成
33
年
３
月
21
日
（
３
年
間
）　

職
務
内
容　

❶�

農
地
の
権
利
移
動
お
よ
び
農
地
転
用
に

係
る
許
認
可
業
務
、
農
地
な
ど
の
利
用

の
最
適
化
推
進
、
各
種
研
修
会
な
ど
へ

の
参
加
や
現
地
調
査
な
ど
の
諸
活
動　

❷�
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
推
進
、
各

種
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
や
現
地
調
査

な
ど
の
諸
活
動

問
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係

　
☎（
25
）７
２
３
５

・�
北
消
防
署　
10
月
25
日
㈬

・�
西
消
防
署　
９
月
６
日
㈬
、
10
月
11
日

㈬
、
11
月
８
日
㈬	

▼
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

▼
定
員　
30
人

定
期
上
級
救
命
講
習
予
定
表

▼
場
所
・�

講
習
日

・�

北
消
防
署　
９
月
20
日
㈬

・�

西
消
防
署　
11
月
22
日
㈬

▼
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
員　
30
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

実
践
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　
出
産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
就
業
ブ
ラ

ン
ク
の
不
安
を
解
消
し
、
働
き
た
い
お
母

さ
ん
の
再
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
再
就

職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
再
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
託
児
付
き
で
す
。

と　
き　
９
月
14
日
㈭
～
29
日
㈮

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

９
階
会
議
室
４

定　
員　
20
人

申
込
期
限　
９
月
4
日
㈪

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
自
己
負
担
）

そ
の
他　
受
講
要
件
や
申
込
書
様
式
な
ど

は
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/kiji_12225.htm

l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
●申
㈱
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
☎
０
９
０（
９
５
８
９
）０
４
５
５
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

市 民 の 広 場

久米文子写真展「クメノフォルム」
　日常の断片を切り撮りました。ぜひご覧ください。
と　き　９月 12 日㈫～ 24 日㈰　※ 18 日㈪休廊
　　　　午前９時～午後５時　※最終日午後３時まで　
ところ　チムチム２階カフェギャラリー
　　　　（隈府 1298）
問久

く

米
め

　☎ 090（3665）3415
　

　ジャズコンサートを開催します。皆さんの参加をお待ち
しています。
と　き　９月 16 日㈯　午後２時 30 分開演
ところ　養生伝承館（泗水町吉富3183）
出演者　殿

と の

岡
お か

瞳
ひとみ

（ビブラフォン・バラフォン）
　　　　杉

す ぎ

丸
ま る

太
た

一
い ち

（ピアノ）
入場料　1,500 円　※小学生以下は無料
問養生伝承館　竹

た け

熊
く ま

　☎ 0968（38）4175

T.T.D 熊本地震復興支援
ジャズコンサート 2017 手話サークル山びこ会　会員募集

　手話サークル山びこ会では会員を募集中です。毎週月曜
日に手話を勉強したり、手話で話したりしながら楽しく活
動しています。初めての方でも会員が丁寧に教えます。気
軽に参加してみませんか。
活動日　毎週月曜日　午後７時 30 分～９時 30 分
ところ　菊池老人福祉センター
問手話サークル山びこ会　梅

う め

田
だ

　
　☎ 080（1711）4227
　Ⓗ http_://www3.hp-ez.com/hp/hajime-/page6

　読書の秋、菊池市の図書館も 11 月にオープンします。
本を好きな方、自分の好きな本や感銘を受けた本を持ち
寄って、感想を語らいませんか。読書ジャンルは問いませ
ん。老若男女誰でも参加できます。
と　き　９月 16 日㈯　午後１時 30 分～
ところ　隈府 110　岩根クリニック３階
参加費　無料
問菊池市図書館友の会　井

い

藤
と う

　☎ 090（4775）1929

読書サロン　参加者募集
　微生物で有機物（米ヌカなど）を発酵させるＥＭ堆肥を
作りませんか。手軽な有機農法になり、誰でも作れます。
大根、ホウレンソウ、ニンジン、白菜、キャベツなど家庭
菜園に最適です。
と　き　９月９日㈯　午後１時 30 分～　
ところ　七城町山崎 112　田村直美邸
参加費　300円
問●申ＥＭネット　田

た

村
む ら

　　
　☎ 090（7269）4173　

ＥＭ講習会　参加者募集

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。
多数の人のお申し込みを待っています。
と　き　９月 24 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（隈府 1298）
参加費　男性 3,000円　女性 2,000円
※�参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない

場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

尾
お

　☎ 080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

　「手づくりマルシェ＆すっきり市」の出店者を募集して
います。
と　き　12 月２日㈯　午前 10 時～午後２時（展示・販売）
ところ　七城体育館（七城町鴨川 1-1）
対　象　市内に在住または勤務している人
出店費　１区画　1.5㍍×３㍍　500 円
　　　　１区画　３㍍×３㍍　1,000 円
問お手玉会「手に手をとって」事務局　田

た

代
し ろ

　☎ 090（2712）7656

手づくりマルシェ＆すっきり市
出店者募集

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

　
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
で
体
験
・
活

動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
14
日
㈯ 

            

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

問
県
教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
０
２

　
菊
池
さ
く
ら
基
金
運
営
委
員
会
で
は
観

光
の
目
玉
で
あ
る
菊
池
公
園
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
で
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
９
月
24
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
～
10
時
ご
ろ

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場
騎
馬
像
前

内　
容　
菊
池
公
園
一
帯
の
清
掃
や
桜
へ

の
肥
料
や
り
な
ど
。

問�

菊
池
さ
く
ら
基
金
運
営
委
員
会
（
菊
池

観
光
協
会
内
）　
☎（
25
）０
５
１
３

「
城
山
の
日
」
開
催

と　
き　
10
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
、
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

と
こ
ろ　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

内　

容　

刑
務
所
作
業
製
品
な
ど
の
展

示
・
販
売
、
矯
正
広
報
の
パ
ネ
ル
展
示
、

刑
務
作
業
の
製
作
体
験
、
性
格
検
査
体
験
、

刑
務
所
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
示
な
ど

問
熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門（
作
業
）

　
☎
０
９
６（
3
6
2
）3
5
1
3

第
35
回
九
州
矯
正
展

と　
き　
９
月
29
日
㈮　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

内　
容

❶�

午
前
10
時
～
正
午　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
、
骨
密
度
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）

❷�

午
前
11
時
～
正
午　
講
和
「
脳
イ
キ
イ

キ
！
湯
の
花
体
操
で
認
知
症
予
防
！
」

❸�

正
午
～
午
後
１
時　
健
康
食
の
昼
食

※�

昼
食
代
７
０
０
円
。
９
月
22
日
㈮
ま
で

要
予
約
。
セ
ミ
ナ
ー
は
無
料
で
す
が
、

入
浴
・
休
憩
す
る
場
合
は
３
３
０
円
が

必
要
で
す
。

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム

　
☎（
26
）４
８
０
０

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

宝
く
じ
文
化
公
演　
海
援
隊
ト

ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
２
０
１
７

と　
き　
12
月
２
日
㈯　

　
　
　
　
開
場　
午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
２
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）。

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
で
す
。

入
場
券
販
売
所　
菊
池
市
文
化
会
館
、
キ

ャ
ニ
オ
ン
、
夢
空
間
、
マ
ル
シ
ョ
ク
泗
水

内
フ
ォ
ト
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
セ
ブ
ン
イ

第
51
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
広
報
き
く
ち
の
菊
池

人
50
番
目
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
七
城
走

ろ
う
会
の
井い

藤と
う

和か
ず

俊と
し

さ
ん
を
お
招
き
し
、

菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
は
不

要
で
す
。

と　
き　
９
月
23
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・
不
登

校
等
の
家
族
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と　
き　
９
月
21
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ロ

ッ
ピ
ア
多
目
的
室
（
菊
池
郡
菊
陽
町
光
の

森
２
丁
目
１
番
地
１
）

�

内　
容　
▼
第
１
部　
講
演
（
講
師
高
澤

信
也
さ
ん
）
▼
第
２
部　
座
談
会
（
親
の

た
め
の
自
助
グ
ル
ー
プ
参
加
者
体
験
談
）

参
加
費　
無
料　

問
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

と　
き　
10
月
１
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　
熊
本
再
春
荘
病
院
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
容　
健
康
講
座
「
い
つ
の
ま
に
か
骨

折
に
要
注
意
～
聞
い
て
得
す
る
骨
粗
し
ょ

う
症
の
ハ
ナ
シ
～
」・「
骨
粗
し
ょ
う
症
と

食
生
活
～
食
事
で
守
ろ
う
丈
夫
な
骨
～
」、

健
康
相
談
、
測
定
コ
ー
ナ
ー
（
肺
年
齢
、

体
脂
肪
率
、
血
糖
、
酸
素
飽
和
濃
度
、
骨

密
度
測
定
な
ど
）、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

入
場
料　
無
料

問
熊
本
再
春
荘
病
院
管
理
課

　
☎
０
９
６（
２
４
２
）１
０
０
０

熊
本
再
春
荘
病
院

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展

と　
き　
10
月
３
日
㈫
～
９
日
㈪
㈷ 

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

内　
容　
絵
画
、
書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど

の
作
品
展
示

参
加
費　
無
料

問
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員

会
（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

レ
ブ
ン
（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
）

そ
の
他　
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
菊
池
市
文
化
会
館　

　
☎（
24
）1
1
0
1

バウンドテニス参加者募集

　室内にマットを敷き、縦 10㍍×横３㍍のコート中央に
高さ 50㌢のネットを張り、ソフトテニスの要領で打ち合
います。雨や日焼けも気にせず、運動不足解消に最適です。
小学生から年配まで楽しくプレーできます。ぜひ体験して
みませんか。
と　き　毎週㈮　午後８時～ 10 時
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　200 円（初回体験無料）
指　導　内

う ち

古
こ

閑
が

・長
な が

島
し ま

問田中スポーツ　☎ 0968(25)4235
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熊
本
県
の
復
興
を
担
う
荒
木
重
機
で
す

㈱
荒
木
重
機

◆
所
在
地　
泗
水
町
永
８
４
３

◆
従
業
員　
18
人

◆
設　
立　
昭
和
43
年
４
月

☎
０
９
６
８（
38
）２
４
５
８

Ⓗhttp://w
w

w
.araki.ne.jp

◆
主
な
事
業　

土
木
、
建
築
、

舗
装
、
電
気
工
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
主
に
、
菊
池
市
や
熊

本
県
な
ど
の
公
共
工
事
を
受
注

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
住
宅
や
ト
ヨ
タ
ホ
ー

ム
の
施
工
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
バ
ッ
ク
ホ
ー
な

ど
の
土
木
作
業
が
得
意
な
会
社
で
す
が
、
普
段

は
沿
道
の
草
刈
り
や
側
溝
の
土
砂
撤
去
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
測
量
技
術
の
進
化
か
ら
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｓ
施
工
な
ど
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
若
い
人
材
を
確
保
し
た

く
、
求
人
を
募
っ
て
い
ま
す
。
経
験
不
問
で
す
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

未
来
に
照
準
を
合
わ
せ
る
会
社

ア
ル
バ
ッ
ク
テ
ク
ノ
㈱　
熊
本
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

◆
所
在
地　
泗
水
町
吉
富
１
０
０
‐
31

◆
従
業
員　
43
人

◆
設　
立　
平
成
22
年
10
月

☎
０
９
６
８（
38
）３
３
２
２

Ⓗhttps://w
w

w
.ulvac-techno.co.jp/

◆
主
な
製
品　
半
導
体
、
パ
ネ
ル
、
医
療
、
食

料
品
関
連
等
に
真
空
を
利
用
し

た
装
置
の
修
理
、
Ｏ
Ｈ
、
部
品

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
業
務
内
容　
装
置
の
保
守
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
部
品
販
売
は

も
と
よ
り
、
装
置
の
移
設
・
改
造
、
中
古
倉
庫

も
有
し
て
お
り
、
中
古
の
装
置
・
ユ
ニ
ッ
ト
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
当
社
で
は
県
内
の
お
客

さ
ま
の
信
頼
を
継
続
的
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献
に
協
力
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：河
かわ

原
ら

畑
ばた

誠
せい

也
や

さん

�

会社外観

製品写真

会社外観

代表：荒
あら

木
き

晴
はる

信
のぶ

さん作業風景

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.37

　昨年結成した学校ボランティア新撰組が今年は
さらにパワーアップしました。３年生７人だった
メンバーは、全学年からボランティア希望者が急
増。26 人の大所帯になりました。主に放課後の時
間を使って活動しており、先日は花壇の手入れと
渡り廊下のペンキ塗りなどを実施。今後も学校や
地域のためにボランティア活動を続けていきます。

旭志中学校

菊池北中学校
ミュニケーションスキルを磨くコ７月11 日

花をたくさん植えました渡り廊下のペンキ塗り

新撰組メンバー

　全校児童で学校近くにある学校田に田植えを行
いました。児童たちは横一列にきれいに並び、田
植え綱に沿って１株ずつ丁寧に苗を植えました。
田植えの後は、子どもたちが一番楽しみにしてい
るどろんこフェスタ。児童たちは全身泥だらけに
なりながら、コイとナマズのつかみ取りやどろん
こフラッグに歓声を上げていました。

ろんこフェスタ2017ど
泗水西小学校６月17 日

校ボランティア新撰組学６月29 日・30 日

６月22 日～ 23 日

ディスクゴルフ みんなで踊りました

同キャンプ！合
隈府小学校

菊之池小学校
植え体験！田６月22 日～ 23 日

　菊之池小学校と花房小学校の５年生約 50 人が田
植えを体験しました。多面的機能の共同活動の一
環で菊池地区広域協定の主催。参加した児童たち
は「秋の収穫が楽しみです」と笑顔を見せました。

参加者全員で記念撮影

田植え体験 どろんこフラッグ

　菊池市特別支援学級合同キャンプが菊池少年自
然の家で行われ、すくすく学級の児童 21 人が参加
しました。児童たちはニジマスつかみや木工カス
タネット作りなどに挑戦したほか、ダンスやディ
スクゴルフを楽しみました。参加した児童は「ニ
ジマスつかみが楽しかった」と話しました。

　全校生徒が参加して人権集会を開催しました。
集会では、各学年ごとの発表や校長講話、人間関
係を向上させる力を磨くことを目的に、生徒会役
員とハートフル委員会の主催でコミュニケーショ
ンスキルトレーニングを実施しました。

実践トレーニング

校長講話

人権集会

　

本
紙「
広
報
き
く
ち
」の
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、菊

池
人
や
特
集
の
取
材
を
担
当
。
菊
池
の
情
報
を
写

真
や
動
画
で
記
録
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
市
内
外
へ

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
考
え
て
い
る
企
画
は
、菊
池
電
車
を
使
っ

た
ま
ち
お
こ
し
。
現
在
の
菊
池
に
は
、菊
電
の
名
残

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
廃
線
跡
の
探
索
や
街

歩
き
な
ど
を
企
画
し
、か
つ
て
菊
池
の
顔
だ
っ
た

菊
電
の
魅
力
を
現
代
に
広
め
た
い
で
す
。
そ
の
ほ

か
、台
湾
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
提
携
し
、台
湾
人
に

向
け
て
菊
池
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

菊
池
の
人
は
と
て
も
親
切
。
行
く
先
々
で
歓
迎

し
て
く
れ
ま
す
。
温
泉

も
自
然
も
豊
か
で
、
ほ

ど
よ
く
便
利
。
食
も
絶

品
で
、
言
う
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
。
菊
池
が
第
２

の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

来
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。

vol.8

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

市
長
公
室
広
報
交
流
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

普
段
は
聞
き
手
の

伊
藤
が
、今
月
は

自
分
で
書
き
ま
し
た
！

菊池高校野球部の夏の大会を
スタンドから撮影し続けた

菊
池
の
隠
れ
た
魅
力
を

発
掘
し
た
い

◀�

撮
影
し
た
表
紙
の
広

報
紙
を
持
っ
て

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー

伊い

藤と
う 
亮り

ょ
う
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生産者と一緒に給食を食べて交流を深めま
した

地産地消で郷土愛を深めよう
　七城小・中学生に地元の農産物を知ってもらい、生
産者と交流することで郷土愛を深めてもらおうと「な
なしろ産デー」が開催されました。七城学校給食セン
ター主催。七城米や七城豚、七城メロンなどを使った
給食を生徒と生産者が一緒に食べて交流しました。七
城中２年の古

ふ る

庄
しょう

航
こ う

大
だ い

さんは「い
つもおいしい料
理を食べられる
のは生産者のお
かげ。感謝して
います」と話し
ました。

７月７日　ななしろ産デー

今年もおいしいサクランボが届いたよ !
　被災地の子どもたちに元気になってもらおうと、広
島県在住の方から市内の幼稚園と保育園に、サクラン
ボが届けられました。昨年に続き２回目。贈られたの
は山形県産 ( 鶴岡市・河北町 ) のサクランボ「佐藤錦」
で１キロ入りの箱が全部で 162 箱。福本保育園では、
おやつの時間に
サクランボを食
べました。園児
たちは「甘い !」

「 も っ と 食 べ た
い！」と歓声を
上げながらほお
ばっていました。

７月６日　被災地復興支援

たくさん届いたサクランボを前に笑顔を見
せる園児たち

左から上田さん、神谷さん

２人の保護司に法務大臣感謝状
　法務大臣から元保護司の上

う え

田
だ

實
みのる

さん（袈裟尾）と神
か み

谷
や

砥
て い

子
こ

さん（菊池平野）に感謝状が贈られました。２
人は平成 17 年に保護司に就任し、今年６月に任期満
了のため退任。長年にわたり更生保護事業に尽力した
功績が認められ感謝状が贈呈されました。
　２人は「少し
でも社会に貢献
できればという
思いで続けてき
た。今後も貢献
できるよう頑張
りたい」と話し
ました。

６月 29 日　更生保護事業

優雅でしなやかな踊りで会場を魅了しまし
た

地域の絆を深める
　花房台区公民館で「花房台の祭典」が開催され、区
民や近隣住民など約 100 人が参加しました。住民同
士の交流や地域コミュニティの活性化などを目的に、
同区の中

な か

村
む ら

明
め い

子
こ

さんが企画。城北高校ダンス部による
山鹿灯籠踊りや黒田節などが披露されました。中村さ
んは「住民同士
が交流を深める
きっかけになれ
ばうれしい。困っ
たときには支え
合う優しい地域
を 目 指 し た い 」
と話しました。

６月25 日　花房台の祭典

菊池の町づくりについて意見を交わしまし
た

これまでのまちづくり道場を振り返る
　毎回ゲストを招いて対談するまちづくり道場が松倉
邸で開催され、市内外から約 30 人が参加しました。
今回は 50 回の節目ということもあり、これまでの歩
みを振り返ろうと過去のゲスト３人を招き座談会を開
催。主催者の佐

さ

藤
と う

忠
た だ

文
ふ み

さんがコーディネーターとなり、
地域づくりなど
を 語 り ま し た。
佐藤さんは「皆
さんのおかげで
50 回を迎えられ
た。100 回を目
指してこれから
も頑張りたい」

６月24 日　第 50 回まちづくり道場

災害に備えて代替施設使用協定を締結
　菊池警察署で大規模災害発生時の施設使用協定の調
印式があり、同署の米

よ ね

満
み つ

幸
こ う

一
い ち

署長と城北自動車学校の
福
ふ く

村
む ら

優
ゆ う

子
こ

代表取締役社長が協定書を交わしました。協
定は大地震などで同署が機能不全となった場合、同校
を代替施設として使用する内容。同署は平成 25 年か
ら市内の病院と
代替施設の協定
を結んでいまし
たが、昨年の熊
本地震の際、多
くの患者が押し
寄せたため見直
しました。

６月29 日　代替施設使用協定

左から米満署長、福村社長

関係団体などからのべ 130 人が街頭啓発活
動に参加しました

犯罪のない明るい未来を目指して
　社会を明るくする運動菊池市推進委員会が市内 6
店舗で街頭啓発活動を実施しました。会員は店舗を訪
れる市民の皆さんにリーフレットや啓発用品などを配
布。安全で安心な地域社会づくりの必要性を呼びかけ
ました。この運動は、全ての国民が犯罪や非行の防止
と過ちを犯した
人の立ち直りに
ついて理解を深
め、犯罪や非行
のない安全で安
心な地域社会を
築こうとする全
国的な運動です。

７月１日・22 日　社会を明るくする運動

市民を火災から守るために
 総合体育館駐車場で菊池市消防団菊池方面隊の操法
大会が開催され、15 チームが日頃の訓練の成果を披
露しました。大会結果は次のとおりです。（敬称略）

【優勝】第３分団第１部【準優勝】第１分団第２班【３位】
第７分団第６部【個人賞】指揮者：小

こ

林
ばやし

裕
ひ ろ

明
あ き

（第３分
団第１部）、１番
員：小

こ

林
ばやし

勇
ゆ う

樹
き

（第
３分団第１部）、
２番員：有

あ り

田
た

剛
つよし

（ 第 ３ 分 団 第 １
部）、３番員：外

ほ か

村
む ら

公
こ う

平
へ い

（第３分
団第１部）

７月２日　菊池市消防団菊池方面隊操法大会

優勝した第３分団第１部の選手の皆さん

菊池白龍館の後藤楓花さんが全国へ
　旭志体育館で全国道場少年剣道選手権大会熊本県予
選会が開催され、菊池白龍館の後

ご

藤
と う

楓
ふ う

花
か

さん（泗水小
６年）が個人女子の部で優勝。10 月８日宮城県仙台
市で開催される第 35 回全国道場少年剣道選手権大会
への出場が決定しました。
　後藤さんは「全
国大会に出場で
き先生や家族に
感謝しています。
優勝目指して全
力で頑張ります」
と抱負を語りま
した。

７月８日　全国道場少年剣道選手権大会熊本県予選

優勝した後藤さん

菊池広報が６年連続で全国表彰
　2017 年全国広報コンクール（日本広報協会主催）
で、菊池広報が広報紙部門と広報企画部門の２部門で
入選しました。本コンクールでの受賞は６年連続。地
方自治体の広報活動の向上を目的に、昭和 39 年から
実施されています。入選した広報紙は昨年６月号。熊
本地震を特集し
た内容が高い評
価を受けました。
広報企画は災害
時の行政広報の
あり方を提案し
たものが評価さ
れました。

６月 30 日　2017 年全国広報コンクール授賞式　

　菊池広報６月号　
　　 

広報企画 （上左）深川フラワーズの皆さん　（上右）上町老人会の皆さん　
（下左）深川フラワーズの緑化活動　（下右）上町老人会の清掃活動

深川フラワーズと上町老人会が国土交通大臣表彰受賞
　深川フラワーズと上町老人会の２団体が第 28 回

「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞しま
した。
　この表彰は、花と緑の愛護に優れた活動を行い、緑
化推進に積極的に取り組んでいる民間団体を表彰する
もので、今年は全国で 133 団体が受賞。県内では本
市の２団体のみが選ばれました。
　石川県金沢市で行われた表彰式に参加した深川フラ
ワーズ代表の原

は ら

田
だ

秋
あ き

彦
ひ こ

（深川）さんは「長年活動を行っ
てきた成果の一つ。今後も緑化活動を頑張りたい」と
喜びを語りました。上町老人会代表の茨

いばら

木
き

國
く に

廣
ひ ろ

さん（上
町）は「受賞したことで今後も活動を続ける活力とな
りました」と抱負を語りました。

６月 10 日　「みどりの愛護」
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９月23日
㈯㈷

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

９月24日
㈰

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

菊陽うえき歯科クリニック 菊陽町 096（285）8476

10月１日
㈰

光進会クリニック
（内・循内・消内・皮・小） 大津町 096（294）8888

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

千々岩歯科医院 合志市 096（242）4681

10月８日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

たけうち歯科医院 合志市 096（342）5285

９月３日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

橋本歯科医院 菊池市 0968（38）6018

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

９月10日
㈰

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

あくね歯科医院 合志市 096（242）6480

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

９月17日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

９月18日
㈪㈷

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466
郷胃腸科内科クリニック

（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

高江バス亭前薬局 菊池市 0968（38）0701

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

お誕生日
おめでとう!

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.42

◆
７
月
号
の
こ
の
欄
で
、
菊
池
の
３
高

校
が
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
様
子
を
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
菊
池
女
子

高
は
初
出
場
の
全
国
大
会
で
１
勝
１
敗

と
大
健
闘
。
菊
池
農
高
は
団
体
戦
で
18

年
ぶ
り
の
全
国
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
池
高
校

野
球
部
は
甲
子
園
県
予
選
を
勝
ち
進

み
、
３
回
戦
目
は
強
豪
熊
本
工
業
高
を

破
る
大
金
星
。
24
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８

進
出
で
応
援
席
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
◆

こ
の
夏
は
こ
の
３
校
の
活
躍
が
常
に
市

民
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
高
校

生
の
活
躍
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分

の
子
ど
も
の
様
に
う
れ
し
い
も
の
。
彼

ら
が
必
死
に
頑
張
る
姿
が
勝
敗
を
超
え

た
感
動
を
与
え
、「
私
た
ち
も
頑
張
ら

ね
ば
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま

す
。
選
手
に
と
っ
て
も
応
援
の
声
が
不

思
議
な
力
を
も
た
ら
し
ま
す
。
◆
そ
の

高
校
生
た
ち
が
菊
池
夏
ま
つ
り
で
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
の
ま
ま
で
白
龍
を
担
ぎ
ま

し
た
。
市
民
の
応
援
に
対
す
る
感
謝
の

表
現
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
で
す
。
応
援
す
る
側
と
さ
れ
る
側
と

で
の
素
晴
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
！

市
民
の
力
が
共
通
の
思
い
で
一

つ
に
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
菊
池
、
皆
で
頑

張
ろ
う
！
」。
私
た
ち
は
震
災
で
多
く

の
も
の
を
失
い
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
は

何
か
大
事
な
も
の
が
見
つ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

「頑張ろう！ふるさと菊池」

①�「iphone」「ipad」の場合
　⇒ App store から
　「Android」の場合
　⇒ Google play から
　�「Aurasma」で 検索してインストール

します。

■登録手順

② �Aurasma を起動するとチュートリア
ル画面が表示されますので、一番右
までスライドし「Skip」を押します。
真ん中下の△マークを押すと画面下
部に検索ボタンが出ますので、タッ
プして「癒しの里 菊池」と入力し検
索します。

③�「Follow」をタップして選択します。
（選択すると Following に変わりま
す）画面下部中央の四角のボタンを
押します。

④�「AR」のマークがある写真にスマー
トフォンをかざすと動画を見ること
ができます。

広報写真が動き出す！？最先端の不思議体験動画の視聴方法

⇒ �菊池渓谷の写真にかざしてみて
ください。画面をダブルタップ
すると写真からスマホを離して
も見ることができます。

ホームページから応募できます。
詳しくはお問い合わせください。

問市長公室広報交流係
☎ 0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか ?
平成 29 年 10 月までに誕生日
を迎える３歳までの子どもの写
真を募集しています !
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